
【Scenes of Solution】

鼎談
北海道の地域活力強化に向けて
ー北洋銀行、北海道銀行、
日本政策投資銀行による取り組み

【調査のわき道】

やさしいにほんごでみんなしあわせ 
株式会社日本経済研究所　主任研究員   前田 幸輔

【未来人図鑑】

株式会社ワンテーブル　
代表取締役　島田 昌幸 氏
東日本大震災でわかった、本当に必要なもの。
革新的な防災備蓄食の普及に取り組む
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築城 弥央 （ついき みお）／福岡県

小倉織物製造株式会社　代表取締役

日本の小倉織から「世界のKOKURA STRIPESへ」
伝統と革新を基に新たな繊維業を目指し、世界に通じるテキスタイルを創出

平野 未来 （ひらの みく）／東京都

株式会社シナモン　代表取締役

企業の生産性を劇的に改善する人工知能文書読取エンジン
「Flax Scanner（フラックス・スキャナー）」

DBJは2019年3月6日、「第7回DBJ女性

新ビジネスプランコンペティション」のフ

ァイナリストおよび受賞者を発表し、表

彰式を行いました。214件のご応募の中

から「DBJ女性起業大賞」「DBJ女性起

業優秀賞」「DBJ女性起業ソーシャルデ

ザイン賞」「DBJ女性起業事業奨励賞」

を決定しました。今後、事業奨励金の

支給や事業計画実現に向けたサポート

を実施していきます。

神戸 貴子 （かんべ たかこ）／鳥取県

N.K.Cナーシング コア コーポレーション合同会社　代表

潜在看護師らの力を活用した「遠距離介護」のお手伝い
～新しいカタチの親孝行が介護離職問題を解決する～ 

田中 彩諭理 （たなか さゆり）／東京都

株式会社HERBIO　CEO

新箇所で測る基礎体温ウェアラブル「Picot」と健康管理アプリ

DBJ女性新ビジネスプラン
コンペティションの
受賞者が決まりました。

渡邊 享子（わたなべ きょうこ）

宮城県

合同会社巻組　代表社員

絶望的条件の空き家を活用し、地域でアート思考
人材を育てる事業スキーム

　加藤 史子（かとう ふみこ）

東京都

WAmazing株式会社
代表取締役社長

日本の観光資源と訪日外国人旅
行者をマッチングさせるプラット
フォーム。スマートフォン１つで情
報収集から手配決済までできる

「手の中の旅行エージェント」

矢田 明子（やた あきこ）

島根県

Community Nurse Company 株式会社
代表取締役

まちへ飛び出したナースたち
人と地域に寄り添う「コミュニティ
ナース」が日本人の健康意識を変
えていく

櫻井 杏子（さくらい きょうこ）

千葉県

株式会社INGEN
代表取締役

農家は畑のお医者さん。INGEN
は最適農薬・肥料ナビゲーター。

「病害虫対策」農業ウェブサービ
スで、担い手農家さんの高品質
野菜の安定生産をサポート

DBJ 女性起業
ソーシャルデザイン賞

DBJ 女性起業
事業奨励賞DBJ 女性起業優秀賞

DBJ 女性起業大賞
［
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P24 未来人図鑑

株式会社ワンテーブル 
代表取締役　島田 昌幸 氏

東日本大震災でわかった、本当に必要なもの。
革新的な防災備蓄食の普及に取り組む

P18 Scenes of Solution

鼎談 北海道の地域活力強化に向けて
　　－北洋銀行、北海道銀行、日本政策投資銀行による取り組み

株式会社北洋銀行　常務取締役　長野 実 氏
株式会社北海道銀行　取締役　常務執行役員　内山 敦志 氏
株式会社日本政策投資銀行　北海道支店長　松嶋 一重

P27 調査のわき道

やさしいにほんごでみんなしあわせ 
株式会社日本経済研究所　主任研究員　前田 幸輔

P03 ネクスト・ジャパン最前線

小売業界 未来予想図
～新たな成長へのシナリオを読む～
次代の小売事業モデル
Case Study 1  株式会社丸井グループ　副社長執行役員　佐藤 元彦 氏
Case Study 2  株式会社ライフコーポレーション　常務取締役　森下 留寿 氏
Case Study 3  株式会社ヨドバシカメラ　副社長　藤沢 和則 氏
Case Study 4  株式会社パルコ　執行役　グループデジタル推進室担当　林 直孝 氏

　あらゆる産業で構造変革が進む中、小売業界もまた変革と進化の最中にある。そのスピードは今後、外部環

境のさらなる変化、特に電子商取引（EC）の拡大、AI・IoTなど先端技術の進歩を受けて加速し、業界地図を大

きく変えることになると予想される。

 今号では、変革が進む小売業界の動向を踏まえ、その将来像について展望する。また、その中で消費者に支持

され、持続可能性を持つ小売事業者の具体的な4つの事業モデルについて提示するとともに、そのモデルをい

ち早く体現している企業の事例を紹介する。

小売業界 未来予想図
～新たな成長へのシナリオを読む～
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近
年
、人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
も
の
の
、内
需

は
消
費
の
多
様
化
を
受
け
て
サ
ー
ビ
ス
消
費
が
堅
調

な
一
方
、衣
類
等
は
不
振
な
状
況
に
あ
る
。単
独
・
共

働
き
世
帯
の
増
加
等
に
伴
い
食
品
需
要
が
拡
大
し
て

お
り
、全
体
小
売
額
は
横
這
い
基
調
と
見
ら
れ
る
。

　

他
方
、各
社
の
出
店
攻
勢
な
ど
に
よ
り
総
売
場
面

積
は
増
大
し
、Ｅ
Ｃ
の
伸
長
な
ど
も
相
俟
っ
て
実
店
舗

の
事
業
環
境
は
厳
し
い
。今
後
、消
費
の
多
様
化
傾
向

は
続
く
こ
と
に
加
え
、人
口
減
少
等
に
よ
る
内
需
縮

小
、Ｅ
Ｃ
比
率
の
拡
大
等
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

実
店
舗
需
要
は
低
迷
し
、そ
の
進
行
度
は
地
方
圏
が

よ
り
速
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　

小
売
事
業
者
の
間
で
は
再
編
が
進
み
つ
つ
あ
る
も

の
の
、海
外
に
比
べ
れ
ば
食
品
Ｓ
Ｍ
を
は
じ
め
寡
占
度

は
低
く
、小
事
業
者
も
多
数
存
在
す
る
。

　

最
近
の
再
編
に
関
す
る
動
き
を
見
る
と
、国
内
小

売
最
大
手
の
イ
オ
ン（
株
）は
２
０
１
８
年
10
月
、ス
ー

パ
ー
子
会
社
を
全
国
６
地
域
に
分
け
て
再
編
す
る

と
発
表
し
た
。続
い
て
同
年
12
月
に
は
、北
海
道
・
東

北
を
地
盤
と
す
る（
株
）ア
ー
ク
ス
と
中
部
の（
株
）

バ
ロ
ー
、中
国
・
九
州
の（
株
）リ
テ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

の
３
社
が「
新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
同
盟
」を
立

ち
上
げ
た
。

　

ま
た
、Ｄｇ
．Ｓ
等
の
食
品
強
化
、百
貨
店
の
不
動
産

賃
貸
化
な
ど
、業
態
間
競
争
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

我
が
国
の
小
売
業
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、消
費
者

ニ
ー
ズ
の
変
化
等
に
伴
い
主
役
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

欧
米
の
後
を
追
う
形
で
１
９
０
０
年
代
前
半
に
百
貨

店
が
誕
生
し
、１
９
５
０
年
代
以
降
は
、モ
ノ
不
足
下

で
総
合
ス
ー
パ
ー（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）ら
が
大
量
仕
入
販
売
等

を
武
器
に
勢
力
を
拡
大
し
た
。

　

１
９
９
０
年
代
に
入
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
背
景
と
し
て
、消
費
の

多
様
化
が
進
ん
だ
。出
店
規
制
の
緩
和
等
も
相
俟
っ

て
、Ｇ
Ｍ
Ｓ
や
百
貨
店
が
失
速
す
る
一
方
、近
く
て
便

利
な
日
本
独
自
の
コ
ン
ビ
ニ
、ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア（
Ｄｇ
．

Ｓ
）、専
門
店
、コ
ト
消
費
に
も
応
え
る
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー（
Ｓ
Ｃ
）が
成
長
。さ
ら
に
、近
年
は
ス
マ
ホ
の
普

及
等
を
受
け
て
、品
揃
え
や
価
格
に
勝
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
や
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
プ
な
ど
の「
電
子
商
取
引

（
Ｅ
Ｃ
）」が
非
食
品
中
心
に
急
成
長
し
て
い
る
。

1900～1990年
（高度）経済成長
（政策：中小店の保護）

百貨店→GMS（総合スーパー） コンビニ・ドラッグストア・専門店・SC EC

● 1960年代の流通・小売業
　 「日本経済のボトルネック」（林周二著 流通革命）
● 欧米の後を追い、百貨店誕生（1900年前半）
● 大量仕入販売・低価格のGMS等急伸（1950年代）

減少し少子高齢化が進行（特に地方）

［国内小売業の変遷］

［マクロ環境の変化］

消費を下支えしていた（消費高単価の）単独世帯の伸びが止まる

（近年、消費多様化を受けてサービス消費増・衣類等減、単独・共働き世帯増による食品増）
人口・世帯数減少等に伴い縮小（特に地方）、EC拡大で実店舗需要は低下

品揃え・価格に優位性、非食品中心に拡大（現状EC物販比率5%）

（ネット・サービス発展等で）消費者嗜好が一層多様化

消費者ニーズに対応できない店舗の淘汰、特色のない小企業選別
（年商10億円以下の小売事業者の全体売上比率：1993年 3割→2013年 2割）

人手不足、AI・IoT・自動運転（モビリティ）の進展、海外進出

● GMS・百貨店が低迷し、再編の動き
● コンビニ拡大等、日本独自の動きも
● 専門店、郊外型SCなどが勢い

● 欧米同様にECが急拡大
● CtoC（個人間取引）の台頭

1990年～
経済成熟化・ライフスタイル変化

（政策：大型出店の規制緩和）

2000年～現在
インターネットの浸透

スマホの普及

未来の変化

人口

世帯

消費額

（内 EC）

消費の多様性

売場規模

売場効率

その他

未来
2020～

現在
1990～

過去
～1990

（出所）日本政策投資銀行 調査により作成

Bas i c  exp l ana t i on

基 本 解 説

事
業
者
動
向
は
多
様
な
展
開

　

１
９
６
０
年
代
に「
日
本
経
済
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
」と
指
摘
さ
れ
た
我
が
国
の
流
通
・
小
売
業
は
、そ
の
後
、

目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、国
民
生
活
の
向
上
に
大
い
に
貢
献
し
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、近
年
は
経
済
の

成
熟
化
、人
口
減
少
、電
子
商
取
引（
Ｅ
Ｃ
）の
拡
大
、人
手
不
足
、Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
進
展
な
ど
、外
部
環
境
が
激

変
す
る
中
で
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
。今
後
、小
売
業
は
ど
う
進
化
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

（図表1）国内小売業の変遷およびマクロ環境の変化

変
革
の
先
に
見
え
る

次
代
の
小
売
業

主
役
交
代
が
続
く
小
売
業

（
図
表
１
参
照
）

近
年
の
マ
ク
ロ
環
境
の
変
化

（
図
表
１
参
照
）
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め
る
と
発
表
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、海
外
に
お
い
て

は
消
費
者
情
報
の
取
得
・
活

用
や
、リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
の
融

合
が
よ
り
一
層
進
ん
で
い
る

状
況
に
あ
る
。

　

小
売
業
界
が
激
変
し
て
い
る
中
国
や
米
国
に
目
を

転
じ
、日
本
と
比
較
す
る
と
、人
口
増
加
な
ど
相
違
は

あ
る
が
、業
態
の
垣
根
を
越
え
た
買
収
、店
舗
・
ネ
ッ

ト
・
物
流
一
体
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
再
構
築
、デ
ー
タ

に
基
づ
く
消
費
者
中
心
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
等

が
進
ん
で
い
る
。

　

米
国
ア
マ
ゾ
ン・
ド
ッ
ト
・コ
ム
は
、２
０
１
７
年
、米

食
品
ス
ー
パ
ー
の
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ・マ
ー
ケ
ッ
ト
を
買
収

し
た
。買
収
後
は
、両
社
の
特
長
を
活
か
し
、ホ
ー
ル

フ
ー
ズ
の
店
舗
を
、プ
ラ
イ
ム
ナ
ウ（
ア
マ
ゾ
ン・ド
ッ
ト・

コ
ム
の
当
日
宅
配
サ
ー
ビ
ス
）の
配
送
拠
点
と
し
て
活

用
す
る
一
方
、同
店
舗
に
設
置
し
た
ロ
ッ
カ
ー
を
用
い

て
ア
マ
ゾ
ン
で
注
文
し
た
商
品
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ・
返
品

が
行
え
る
ア
マ
ゾ
ン・ロ
ッ
カ
ー
の
導
入
を
実
施
し
た
。

こ
の
ほ
か
、同
社
が
手
掛
け
る「
ア
マ
ゾ
ン・ゴ
ー
」で

は
、天
井
や
棚
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
お
よ
び
セ
ン
サ
ー
で

取
り
込
ん
だ
情
報
を
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
解
析
し
、利
用

者
が
レ
ジ
で
の
支
払
を
す
る
こ
と
な
く
、専
用
ゲ
ー
ト

か
ら
出
れ
ば
買
い
物
が
済
む
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

　

中
国
最
大
の
Ｅ
Ｃ
事
業
者
で
あ
る
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー

プ
は
、ス
マ
ホ
決
済「
Ａ
ｌ
ｉ
ｐ
ａ
ｙ
」を
軸
に
グ
ル
ー

プ
で
通
販
事
業
や
金
融
事
業
の
ほ
か
、店
舗
と
配
送

用
倉
庫
を
一
体
化
し
た
生
鮮
ス
ー
パ
ー「
盒
馬
鮮
生
」

（
フ
ー
マ
）な
ど
、生
活
全
般
を
カ
バ
ー
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。金
融
事
業
で
は
、ネ
ッ
ト
通
販

の
取
引
履
歴
や
職
業
、ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支
払
状

況
、人
脈
関
係
等
を
も
と

に
個
人
の
信
用
力
を
ス
コ
ア

化
す
る「
芝
麻
信
用（
ジ
ー

マ
）」も
展
開
す
る
。

　

一
方
、世
界
最
大
の
小
売

業
者
で
あ
る
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト

は
、全
米
約
５
０
０
０
店
舗

の
う
ち
１
０
０
０
以
上
の
店

舗
で
、ネ
ッ
ト
注
文
し
た
商

品
を
駐
車
場
で
簡
単
に
受

け
取
れ
る
仕
組
み
を
整
え
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
、独
自
の

価
値
を
提
供
し
成
長
す
る

企
業
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
Ｄ
２
Ｃ
」（
ダ
イ
レ

ク
ト
・
ト
ゥ・コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
）と
呼
ば
れ
る
事
業
者

だ
。メ
ー
カ
ー
と
消
費
者
を
直
結
さ
せ
る
形
で
、既

存
の
流
通
経
路
に
乗
ら
な
い
品
物
を
オ
ン
ラ
イ
ン
中

心
に
提
供
す
る
小
売
事
業
者
で
、米
国
で
は
眼
鏡
の

ワ
ー
ビ
ー
パ
ー
カ
ー
等
の
新
興
企
業
が
続
々
と
誕
生

し
て
い
る
。

　

我
が
国
小
売
業
の
将
来
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、

海
外
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
先
行
し
た
動
き
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
株
）髙
島
屋
は
、「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
」で
日
本
橋

周
辺
を
開
発
し
、既
存
の
百
貨
店
の
顧
客
に
加
え
、近

隣
で
働
く
会
社
員
や
周
辺
住
民
を
新
た
な
顧
客
層

と
す
る
地
域
密
着
型
施
設
と
し
て
日
本
橋
髙
島
屋

Ｓ
．Ｃ
．新
館
を
開
発
し
た
。Ｊ
・フ
ロ
ン
ト
リ
テ
イ
リ
ン

グ（
株
）は
、松
坂
屋
銀
座
店
の
跡
地
で
複
合
商
業
施

設
の「
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｘ
」を
開
発
。特
色
あ
る
テ

ナ
ン
ト
を
誘
致
し
、安
定
し
た
賃
料
収
入
を
得
る
と

い
う
施
策
を
打
つ
。

　

一
方
、（
株
）三
越
伊
勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、

30
年
ぶ
り
の
改
装
を
行
っ
た
日
本
橋
三
越
本
店
に
お

い
て
、接
客
・
お
も
て
な
し
中
心
の
百
貨
店
戦
略
を
描

い
て
い
る
。

　

高
齢
化
・
人
口
減
少
が
先
行
し
て
進
む
地
方
部
に

お
い
て
は
、大
手
事
業
者
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

役
割
や
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充

実
が
注
目
さ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、イ
オ
ン
モ
ー
ル

（
株
）は
商
業
施
設
に
お
い

て
、郵
便
局
等
の
行
政・コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
機
能
を
充
実
さ
せ
、

地
域
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
の
役
割
を
強
め
よ
う
と
し

て
い
る
。西
日
本
で
Ｓ
Ｃ
等

を
展
開
す
る（
株
）イ
ズ
ミ

は
、２
０
１
７
年
に「
Ｌ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
」を
オ
ー
プ
ン
し
、「
蔦
屋

書
店
」や「
カ
イ
ン
ズ
工
房
」

を
そ
ろ
え
、コ
ト
消
費
へ
の
対

応
を
図
っ
て
い
る
。

　

他
方
で
、業
態
を
越
え
た
連
携
・
協
働
の
動
き
は
、一

部
で
は
見
ら
れ
る
も
の
の
本
格
化
し
て
い
る
と
ま
で
は

言
え
ず
、ま
た
、実
店
舗
事
業
者
に
お
け
る
Ｅ
Ｃ
や
海

外
の
展
開
は
、あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

　

先
行
的
な
連
携
事
例
で
は
、先
述
の（
株
）イ
ズ
ミ

が
、２
０
１
８
年
４
月
に（
株
）セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
と
業
務
提
携
し
、共
同
仕
入
の
実
施
等

に
加
え
、両
グ
ル
ー
プ
の
電
子
マ
ネ
ー
の
相
互
利
用
を

行
っ
て
い
る
。

　

先
行
的
に
海
外
展
開
を
進
め
る
事
業
者
と
し
て

は
、イ
オ
ン
モ
ー
ル（
株
）が
ア
セ
ア
ン
や
中
国
に
新
規

出
店
を
図
っ
て
お
り
、現
地
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
な
が

ら
、日
本
式
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド（
Ｐ
Ｂ
）等
に
よ
る
メ
ー

カ
ー
と
の
協
働
、決
済
事
業
・デ
ー
タ
活
用
の
強
化
、

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
よ
る
店
舗
生
産
性
の
向
上
等

の
動
き
に
つ
い
て
は
、大
手
中
心
に
一
部
で
垣
間
見
え

る
状
況
に
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、九
州
地
域
を
中
心
に
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

チ
ェ
ー
ン
を
展
開
す
る（
株
）ト
ラ
イ
ア
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

は
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）等
と
も
連
携
し
、「
ト
ラ
イ

ア
ル
Ｑ
ｕ
ｉ
ｃ
ｋ
大
野
城
店
」を
２
０
１
８
年
12
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。店
内
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
客
の
行

動
を
分
析
し
た
り
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
付
き
の
カ
ー
ト

を
導
入
し
、レ
ジ
に
並
ば
ず
に
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
で

の
支
払
を
可
能
に
し
た
り
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と
そ
れ
を
通
じ
た
消
費
者
情

報
の
取
得
・
活
用
に
つ
い
て
は
、日
本
は
比
較
的
現
金

決
済
比
率
が
高
く
、こ
れ
ま
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
へ
の
対

応
が
中
心
だ
っ
た
。

　

し
か
し
足
元
で
は
、決
済

関
連
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で

成
長
す
る（
株
）Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ａ

ｍ
ｉ
に
加
え
、ソ
フ
ト
バ
ン

ク（
株
）、ヤ
フ
ー（
株
）、楽

天（
株
）、（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
と
い
っ
た
国
内
大
手
の
通

信
・Ｅ
Ｃ
事
業
者
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
株
）等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
系
企
業
が
次
々
に
参
入

し
て
い
る
ほ
か
、コ
ン
ビ
ニ
大

手
の（
株
）フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
も
２
０
１
９
年
７
月
よ
り

独
自
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
始

激
変
す
る
海
外
の
小
売
業
界
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こ
う
し
た
未
来
予
想
の
中
で
、消
費
者
に
支
持
さ

れ
、持
続
可
能
性
を
持
つ
小
売
事
業
者
の
姿
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。た
と
え
ば
、次
の

よ
う
な
事
業
モ
デ
ル
が
想
定
さ
れ
る
。

　

①
リ
ア
ル
店
舗
と
ネ
ッ
ト
の
垣
根
を
取
り
払
い
、ま

た
、金
融
・Ｓ
Ｐ
Ａ（
注
２
）・
自
社
物
流
等
と
も
融
合

し
た
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
事
業
者

　

②
小
商
圏
に
お
い
て
、生
活
必
需
品
の
販
売
を
地

域
密
着
型
の
品
ぞ
ろ
え
等
に
よ
り
、リ
ア
ル
店
舗
で
展

開
す
る
事
業
者

　

③
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
い

つ
つ
、リ
ア
ル
店
舗
の
あ
り
方
も
変
え
て
い
く
事
業
者

　

④
Ａ
Ｉ・Ｉｏ
Ｔ
な
ど
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し

た
店
作
り
や
消
費
者
対
応
を
行
う
事
業
者

　

次
ペ
ー
ジ
以
降
で
は
、こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
小

売
事
業
者
４
社
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
、各
事
業

者
の
現
在
の
取
り
組
み
や
、業
界
の
先
行
き
に
つ
い
て

の
見
通
し
等
を
紹
介
す
る
。

（
注
１
）サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
：
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
一
定
期
間
の
利
用

に
対
し
て
、代
金
を
支
払
う
方
式

（
注
２
）Ｓ
Ｐ
Ａ
：
企
画
か
ら
製
造
、小
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
ア
パ
レ
ル
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

参
考
資
料
：
各
社
Ｉ
Ｒ
情
報
よ
り

執　
　

筆
：
日
本
政
策
投
資
銀
行　

企
業
金
融
第
３
部

　

今
後
、需
要
と
供
給
に
影
響
を
与
え
る
人
口
の
減

少
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
量
増
大
な
ど
に

よ
る
嗜
好
の
多
様
化
、Ｅ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
発
展
等
は
、業
界
地
図
を
一
変
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
、令
和
時
代
の
小
売
業
界
の
姿

は
、端
的
に
言
え
ば
、「
消
費
者
」が
主
役
に
な
り
、消

費
の
玄
関
口
た
る
小
売
事
業
者
が
牽
引
す
る「
多
様
な

結
合
の
進
化
」に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。将
来
像
を
想

定
す
れ
ば
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
の
連
携
を
含
め
、Ａ
Ｉ
・Ｉ
ｏ
Ｔ
の

活
用
を
通
じ
、各
店
や
Ｅ
Ｃ
の
生
産
性
が
向
上
す
る
。

ま
た
、川
上
物
流
の
合
理
化
、Ｅ
Ｃ
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
、実
店
舗
へ
の
集
客
等
の
対
応
に
関
し
て
は
、自
動

運
転（
モ
ビ
リ
テ
ィ
）等
と
の
連
携
が
進
む
。

　

②
周
辺
の
消
費
特
性
・
需
要
量
に
応
じ
、祖
業
の
特

長
を
活
か
し
な
が
ら
も
業
態
の
垣
根
が
消
滅
す
る
。

即
時
性
重
視
の「
小
商
圏
」店
、滞
在
・
娯
楽
性
重
視

の「
大
商
圏
」店
、利
便
性
重
視
の「
ネ
ッ
ト
」に
大
別

さ
れ
、そ
の
結
果
、実
店
舗
の
在
り
方
に
変
化
が
生

じ
、淘
汰
も
進
む
。

●「
小
商
圏
」で
は
、購
入
頻
度
が
高
い
食
品
等
を

扱
う
、見
て
感
じ
、す
ぐ
手
に
入
る
地
域
密
着
型

の
店
舗
が
存
在
感
を
堅
持
す
る
。

●「
大
商
圏
」で
は
、購
入
頻
度
が
低
い
衣
服
・
専

門
品
等
を
扱
う
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
店
や
、サ
ー

ビ
ス
業
等
を
巻
き
込
む
時
空
間
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ナ
ー
店
舗
が
、優
勝
劣
敗
を
伴
い
な
が
ら
一
定

勢
力
を
保
持
す
る
。

　

な
お
、「
小
商
圏
」で
は
現
在
の
食
品
Ｓ
Ｍ
・コ
ン
ビ

ニ・Ｄｇ
．Ｓ
等
が
、「
大
商
圏
」で
は
現
在
の
百
貨
店
・Ｇ

Ｍ
Ｓ
、専
門
店
と
そ
の
集
合
体
た
る
Ｓ
Ｃ
等
が
、そ
れ

ぞ
れ
主
導
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、各
業
態
の
在
り

方
に
よ
っ
て
そ
の
線
引
き
さ
え
も
曖
昧
に
な
る
。

　

③
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
の
融
合
、来
店
・
決
済
等
を
通

じ
た
消
費
者
情
報
の
入
手
が
一
層
推
進
さ
れ
る
。蓄

積
デ
ー
タ
を
基
に
、効
果
的
な
販
売
促
進
、在
庫
管
理

の
適
正
化
、メ
ー
カ
ー
と
の
協
働
、加
工
拠
点
の
拡
充
・

集
約
、卸
・
物
流
機
能
の
合
理
化
等
が
進
み
、多
様
な

消
費
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
磨
き
が
か
か
る
。

　

④
そ
う
し
た
中
で
、小
売
事
業
者
は
実
店
舗
と
Ｅ

Ｃ
に
お
い
て
両
事
業
者
が
相
互
に
積
極
参
入
す
る

他
、消
費
減
少
下
で
の
収
益
追
求
、Ｉ
Ｔ
・
物
流
の
多

額
投
資
負
担
等
の
観
点
か
ら
、一
定
の
規
模
を
要
す

る
よ
う
に
な
る
。特
長
あ
る
中
小
事
業
者
は
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
と
の
連
携
で
生
き
残
る
一
方
、既
存
業
態

内
は
も
と
よ
り
、業
態
・
業
界
の
垣
根
を
越
え
た
合
従

連
衡
や
協
働
が
進
行
し
、寡
占
化
・コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト

化
が
図
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、２
０
３
０
年
代
の
小
売
業
の
具
体
例
を

空
想
す
れ
ば
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
小
商
圏
）

　

都
市
圏
で
は
、か
つ
て
の
Ｓ
Ｍ
や
コ
ン
ビ
ニ
の
一
部
が
、無

人
の
小
売
店
兼
物
流
拠
点
に
姿
を
変
え
る
。そ
の
近
隣

を
歩
く
と
購
入
履
歴
等
を
基
に
し
た
広
告
が
ス
マ
ホ
に

届
き
、顧
客
各
々
に
紐
付
い
た
必
需
品
の
購
入
や
ネ
ッ
ト

商
品
の
受
け
取
り
が
可
能
と
な
る
。支
払
は
完
全
キ
ャッ

シ
ュレ
ス
で
、自
動
運
転
等
に
よ
る
宅
配
が
実
施
さ
れ
る
。

　

地
方
圏
で
は
、個
々
の
消
費
者
情
報
を
基
に
、定
期

購
入
重
量
物
等
が
ド
ロ
ー
ン
に
よ
っ
て
物
流
拠
点
か
ら

自
動
的
に
一
定
頻
度
で（
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
、注

１
）、近
場
の
郵
便
局
や
新
聞
配
達
拠
点
に
複
数
世

帯
分
届
く
。消
費
者
は
、交
通
と
実
店
舗
に
繋
が
っ
た

部
屋
の
Ａ
Ｉ
ス
ピ
ー
カ
ー
を
利
用
し
て
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
車
に
乗
り
、実
店
舗
で
好
み
の（
提
携
産
地
素
材
を

使
っ
た
）惣
菜
等
を
手
に
入
れ
る
。

（
大
商
圏
）

　

都
市
圏
で
は
、モ
ノ
を
売
ら
ず
、サ
ー
ビ
ス・エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
、オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
体
験
や
試
着
・
採

寸
等
だ
け
を
行
う
店
舗
が
集
ま
っ
た
複
合
大
型
施
設

が
登
場
す
る
。顧
客
は
実
際
の
商
品
購
入
を
Ｅ
Ｃ
で

行
い
、施
設
と
し
て
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
指
標
）は
、

売
上
坪
効
率
で
は
な
く
来
客
数
坪
効
率
に
な
る
。

　

地
方
圏（
駅
前
商
業
集
積
が
進
ん
で
い
な
い
）で
は
、

大
規
模
Ｓ
Ｃ
が
動
物
園
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
機
能
や
、地

場
企
業
や
公
共
施
設
と
も
連
携
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
機

能
も
備
え
る「
街
の
核
」と
な
る
。現
在
の
大
型
駐
車

場
の
一
部
が
、人
と
モ
ノ
を
乗
せ
る
自
動
運
転
バ
ス
の

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
」と
、点
在
す
る
小
型
食
品
店
舗
や
個

配
の
ハ
ブ
と
な
る「
Ｅ
Ｃ
物
流
拠
点
」に
姿
を
変
え
る
。

２
０
３
０
年
代
の
小
売
業
の
姿

未来予想図

消

費

者

生

産

者

生

産

者

物

流

事

業

者

卸
売
事
業
者

消

費

者

技
術
革
新

消費者の変化

人口減少
（少子高齢化）

ライフスタイル変化
情報量増大・フラット化

消費者ニーズ

品質・価格
利便性

（立地・時間・品揃え）

娯楽性

オーバーストア

業務間競争激化

寡占化余地有り

人手不足

物流費高騰 低価格・品揃豊富

消費者情報
分析・活用

不十分

消費者行動
来店

（体験）

検索
購買・決済

（キャッシュレス）

在庫管理
最適化

PB・SPA
進展

製造拠点
集約化

卸・物流機能
合理化

商品供給

情報活用

人手不足対応

消費者ニーズ
対応力向上

宣伝広告最適化・金融との融合

情報収集
金融との融合

情報収集

自動運転・
モビリティとの

連携強化
（配送・来店）

店舗・ECの生産性向上 ハードウェアの
提供

③ 消費者情報

③ システム
（情報分析）

②  商 圏・店 舗 イ メ ー ジ 等

商 圏・店 舗 イ メ ー ジ 等小 売 事 業 者

リ ア ル 店 舗

E C

大 商 圏

中 商 圏

小 商 圏

ネ ッ ト

商 圏

ネ ッ ト

AI・IoT
モビリティ、自動運転

④ 

シ
ス
テ
ム
・
物
流
構
築

（
大
規
模
投
資
必
要
）

④ 

業
務
間
連
携
・
協
働※

合
従
連
衛
・
寡
占
化

コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
化

オ
ー
バ
ー
ス
ト
ア
解
消

時空間制約を緩和する
「便利屋」

見て感じて
すぐ手に入る

「地域密着型
自販機」

様々な専門店や
サービス業等を
巻き込む
「時空間
エンターテイナー」

SC（専門店）
百貨店
GMS

CVS
食品SM

Dg.S

衣住中心／
低頻度

滞在・娯楽性
重視

※特長ある中小は
　プラットフォーマーと連携

食中心／
高頻度

即時性重視

豊富
利便性重視 E C

リ
ア
ル
店
舗

商品配送
店頭受取

①～④の内容はP.8要旨参照 （出所）日本政策投資銀行 調査により作成

商品供給

PB・SPA 商品配送（人手不足）

専
門
店

百貨店 SC

GMS

CVS

食品
SM Dg.S

小 売 事 業 者 の 役 割

深
化
・
多
様
化

物流事業者

消費者行動

来店
検索

購買・決済
（現金中心）

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
提
供

大

小 ③④

①

過去・現在

③

（図表2）国内小売業の現在と未来予想図「消費者起点による多様な結合の進化」

小
売
業
の
変
革
の
行
方

（
図
表
２
参
照
）

想
定
さ
れ
る
４
つ
の
事
業
モ
デ
ル
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売
・
金
融
一
体
の
事
業
を
支
え
る
の
が
、グ

ル
ー
プ
の
資
産
で
あ
る
店
舗・カ
ー
ド・Ｗｅ
ｂ

を
三
位
一
体
で
運
営
す
る
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
だ
と
い
う
。佐
藤
氏
が
続
け
る
。

　
「
店
舗
が
目
指
す
の
は『
売
ら
な
い
店
作

り
』。今
後
Ｅ
Ｃ
化
が
進
む
の
で
、店
舗
自

体
は
体
験
型
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。そ
こ
で
必
要
な
の
は
、Ｄ
ｔｏ
Ｃ（
注
１
）

の
よ
う
な
一
人
ひ
と
り
の
お
客
さ
ま
に
合

わ
せ
た
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
化
、つ
ま
り
サ
イ

ズ
や
好
み
に
合
わ
せ
て
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の

体
験
価
値
を
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル（
注
２
）で

提
供
す
る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
Ｉ
Ｔ
や

物
流
な
ど
事
業
の
根
幹
を
な
す
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
も
自
社
で
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は
、日
本
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
取
扱
高
の
年
平
均
成
長
率

７
％
を
は
る
か
に
上
回
る
年
平
均
17
％
の
成

長
を
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

事
業
の
中
核
と
位
置
付
け
、エ
ポ
ス
カ
ー
ド
の

機
能
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。Ｗｅ
ｂ
事
業

に
つ
い
て
も
、自
社
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト『
マ
ル
イ
ウ
ェ

ブ
チ
ャ
ネ
ル
』を
始
め
と
す
る
、店
舗
と
カ
ー

ド
の
一
体
化
で
培
っ
て
き
た
Ｉ
Ｔ・情
報
シ
ス

テ
ム
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
に
、店
舗
・カ
ー
ド・Ｗｅ
ｂ
の
３

つ
の
事
業
が
重
な
り
合
う
部
分
を
拡
大
し

て
い
く
こ
と
で
、お
客
さ
ま
の『
し
あ
わ
せ
』

を
実
現
す
る
こ
と
が
、丸
井
グ
ル
ー
プ
の
目

標
な
の
で
す（
図
表
）」

　

丸
井
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
経

営
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

が
、「
信
用
の
共
創
」と「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョン
」

だ
。「
信
用
の
共
創
」と
は
、創
業
の
精
神
と

し
て
、お
客
さ
ま
に
寄
り
添
い
共
感
し
、長
い

お
付
き
合
い
の
中
で
生
ま
れ
る
信
用
を
共

に
創
り
、互
い
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
。ま

た「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョン
」と
は
、従
来
見
過
ご

さ
れ
て
き
た
も
の
を
包
含
す
る・取
り
込
む

と
い
う
意
味
で
、グ
ル
ー
プ
で
は
経
営
の
在
り

方
を
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョン
と
い
う
視
点
で
捉
え

直
す
こ
と
で
、す
べ
て
の
人
が「
し
あ
わ
せ
」

を
感
じ
ら
れ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
豊
か
な

社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
。

　

こ
の「
共
創
」と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
発
想

に
よ
る
モ
ノ
づ
く
り
の
原
点
が
、２
０
１
０
年

に
販
売
を
開
始
し
た
婦
人
靴
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド「
ラ
ク
チ
ン
き
れ
い
シ
ュ
ー
ズ
」だ
。

「
年
間
60
回
の『
お
客
さ
ま
企
画
会
議
』を

開
催
、約
１
０
０
０
名
の
お
客
さ
ま
に
サ
ン
プ

ル
を
履
い
て
頂
く
中
か
ら
作
り
上
げ
た
も
の

で
、サ
イ
ズ
も
19・５
〜
27・０㎝
ま
で
の
16
サ

イ
ズ
と
日
本
の
成
人
女
性
の
足
サ
イ
ズ
を
ほ

ぼ
１
０
０
％
カ
バ
ー
す
る
こ
と
か
ら
大
ヒ
ッ
ト

商
品
と
な
り
ま
し
た
」（
佐
藤
氏
）

　

近
年
の
事
例
で
は
、フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル・イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
注
３
）の
本
命
と
し
て
、

２
０
１
８
年
に
参
入
し
た
証
券
事
業
が

あ
る
。投
資
初
心
者
を
中
心
と
し
た
す
べ

て
の
エ
ポ
ス
カ
ー
ド
会
員
に
、国
の
基
準
を

ク
リ
ア
し
た「
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」対
象

の
投
資
信
託
を
定
期
・
定
額
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
積
み
立
て
て
い
く
サ
ー
ビ
ス
で
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
投
資
信
託
を
購
入

で
き
る
仕
組
み
は
日
本
初
だ
。

　

事
業
環
境
が
激
変
す
る
小
売
業
界
。丸

井
グ
ル
ー
プ
の
今
後
に
つ
い
て
、佐
藤
氏
は

「
創
業
以
来
の
歴
史
が
構
造
変
化
の
連
続

だ
っ
た
の
で
危
機
感
は
な
い
」と
の
認
識
を

示
し
た
上
で
、こ
う
続
け
る
。「
家
具
屋
と

し
て『
月
賦
の
丸
井
』か
ら
創
業
し
、70
〜

80
年
代
に
は『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
丸
井
』『
ヤ
ン

グ
の
丸
井
』へ
と
変
身
。２
０
０
５
年
か
ら

は
構
造
変
化
を
加
速
さ
せ
て
現
在
の『
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
丸
井
』に
至
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、業
態
を
変
え
る
こ
と
に
あ
ま
り

抵
抗
感
は
な
い
。変
化
対
応
力
は
丸
井
グ

ル
ー
プ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
言
え
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、経
営
課
題
は
山
積
し
て
お
り

リ
ス
ク
も
多
様
に
存
在
す
る
。だ
が
、我
々

が
重
視
す
る
の
は
、今
後
10
年
間
の
経
営

を
考
え
る
上
で
注
目
す
る
８
つ
の
潮
流
な
の

で
す
。す
な
わ
ち
Ｅ
Ｃ
化
、モ
ノ
消
費
か
ら
コ

ト
消
費
へ
の
移
行
、シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
台
頭
、少
子
高
齢
化
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
拡
大
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、貯
蓄
か
ら
資

産
形
成
へ
、低
金
利
時
代
の
終
息
で
、こ
の

長
期
ト
レ
ン
ド
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、

自
分
た
ち
の
立
ち
位
置
を
軌
道
修
正
し
な

が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
く
。そ
れ

が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

丸
井
グ
ル
ー
プ
は
２
０
１
９
年
２
月
、

２
０
５
０
年
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
目

標
を
宣
言
し
た
。社
員
や
役
員
と
の
１
年

間
に
わ
た
る
議
論
を
通
じ
て
策
定
し
た
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
あ

ら
ゆ
る
二
項
対
立
を
乗
り
越
え
る
世
界
を

創
る
」と
い
う
も
の
だ
。持
ち
前
の
独
創
性

が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
こ

そ
、丸
井
グ
ル
ー
プ
が
目
指
す
未
来
へ
の
行

動
指
針
で
あ
り
、長
期
的
な
進
化
の
行
方

を
指
し
示
す
も
の
と
言
え
る
。

（
注
１
）Ｄ
ｔ
ｏ
Ｃ
：D

irect-to-C
onsum

er

の
略
。自
ら
企
画
、

製
造
し
た
商
品
を
、ど
こ
の
店
舗
も
介
す
こ
と
な
く
自
社

の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
直
接
顧
客
へ
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

（
注
２
）オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
：
小
売
業
に
お
け
る
販
売
戦
略
の
１
つ

で
、店
舗
や
ア
プ
リ
な
ど
、顧
客
と
の
あ
ら
ゆ
る
接
点
で

最
適
な
購
買
体
験
を
提
供
す
る
こ
と

（
注
３
）フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
：
す
べ
て
の
人
に

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

　
「
丸
井
グ
ル
ー
プ
は
一
見
す
る
と
百
貨

店
に
見
え
る
の
で
す
が
、店
舗
の
売
上
げ

と
エ
ポ
ス
カ
ー
ド
の
両
事
業
か
ら
成
る
小

売
と
金
融
一
体
の
事
業
体
な
の
で
す
。し

か
も
、か
つ
て
は
カ
ー
ド
が
小
売
を
支
え
る

存
在
で
し
た
が
、今
で
は
グ
ル
ー
プ
総
取
扱

高
の
約
85
％
を
カ
ー
ド
事
業
を
核
と
す
る

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
事
業
が
占
め
、残
る
約
15
％

が
小
売
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
同
社
副
社
長
執
行
役
員

の
佐
藤
元
彦
氏
だ
。そ
し
て
、こ
う
し
た
小

　（株）丸井グループは１９３１年の創業以来、小売と金融が一体となった独自
のビジネスモデルを、時代やお客さまのニーズに合わせて革新・進化させてきた。
現在、関東を中心に東海、関西、九州に２５店舗を持ち、グループ総取扱高は
２兆１８９４億円（２０１８年３月期）に上る。その経営スタイルも独創的で、お客
さまを始めとするすべてのステークホルダーと共に価値を創る「共創サステナビリ
ティ経営」を推進する。目指すのは、すべての人が「しあわせ」を感じられるインク
ルーシブで豊かな社会の実現だ。

店舗
年間2億人が

来店するリアル店舗

カード
約660万人の
カード会員

Web
プラットフォーム
としてのWeb

三位一体の
重なる部分を

拡大

三
位
一
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

信
用
の
共
創
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

長
期
ト
レ
ン
ド
に
対
応
す
る

1Case
Study 1
「
店
舗・カ
ー
ド・Ｗ
ｅ
ｂ
」三
位
一
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
で

お
客
さ
ま
の「
し
あ
わ
せ
」を
実
現
す
る

株
式
会
社
丸
井
グ
ル
ー
プ

（
東
京
都
中
野
区
）

次代の
小売事業モデル

株式会社丸井グループ
副社長執行役員

佐藤 元彦氏
お客さまの「ダイバーシティ＆インクルージョン」を進める
活動の一環として、レインボープライド（LGBTが差別や
偏見にさらされず、前向きに生活できる社会の実現を目指
した団体）に企業として参加。

（図表）グループ一体経営による三位一体
ビジネスの拡大

上：婦人靴のプライベートブランド「ラクチンきれいシューズ」
下段右：幅広いサイズを展開することで多様なお客さまに対応し
ていくマルイミライプロジェクト
下段左：全てのお客さまに素晴らしい買い物体験をしていただく
店づくり
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ムスブ田町店外観と店内売場

2018年12月に東京・田町駅のステーションビル内へ出店した「ライフ 
ムスブ田町店」。都心部でSMがなかった地域で、定住人口は1キロ圏
内約4.1万人、昼間人口約7万人と昼間人口比率が高く、従来、働く人
たちの買い物ニーズを満たせていなかった。特に昼食用、帰り際の惣菜
需要を獲得できて、当初予想をはるかに上回る売上げを実現している。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
が
店
作
り
だ
。同

社
常
務
取
締
役
・
森
下
留
寿
氏
は
言
う
。

「
新
規
出
店
で
も
画
一
的
な
店
作
り
は

し
な
い
。食
品
だ
け
で
い
い
の
か
、衣
料
や

生
活
関
連
も
必
要
か
、商
圏
の
特
性
に
つ
い

て
弊
社
独
自
の
ツ
ー
ル
に
よ
る
分
析
を
行

い
、お
客
さ
ま
が
満
足
さ
れ
る
店
舗
作
り

を
行
い
ま
す
。そ
の
た
め
、売
り
場
面
積
も

一
律
で
は
な
く
、食
品
だ
け
を
扱
う
３
０
０

坪
の
店
か
ら
フ
ル
ラ
イ
ン
の
１
０
０
０
坪
の

店
ま
で
、各
商
圏
に
あ
っ
た
多
様
な
ス
タ
イ

ル
に
な
る
の
で
す
」

　

さ
ら
に
森
下
氏
は
、店
作
り
で
は「
個
店

ご
と
の
対
応
」を
強
く
意
識
し
て
い
る
と

い
う
。「
特
に
中
計
で
は『
お
店
が
主
役
』

を
掲
げ
、各
店
舗
が
従
来
以
上
に
主
体
的

に
考
え
て
商
圏
に
合
う
売
り
場
を
作
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、ウ
ェ
ブ

ア
ン
ケ
ー
ト
、各
店
で
実
施
す
る
お
客
さ

ま
座
談
会
、店
舗
で
お
客
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
を
頂
く
オ
ピ
ニ
オ
ン
カ
ー
ド
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て
お
客
さ
ま
の
声

（
ニ
ー
ズ
）を
お
聞
き
し
、個
店
ご
と
に
対

応
し
て
い
ま
す
」

　

お
客
さ
ま
の
ど
ん
な
小
さ
な
声
も
真
摯

に
受
け
止
め
、店
作
り
に
活
か
す
。そ
の
姿

勢
が
消
費
者
に
評
価
さ
れ
て
こ
そ
、名
実

と
も
に
日
本
一
の
Ｓ
Ｍ
に
な
り
得
る
と
い

う
認
識
を
、役
員
、社
員
、パ
ー
ト
ナ
ー
、ア

ル
バ
イ
ト
ま
で
の
全
従
業
員
が
共
有
し
て

い
る
。そ
れ
こ
そ
が
ラ
イ
フ
の
強
さ
の
源
泉

と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
リ
ア
ル
の
店
作
り
と
あ
わ
せ

て
強
化
す
る
の
が
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
戦
略

だ
。現
在
は
東
西
56
店
舗
で
展
開
し
て
お

り
、ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
単
独
で
の
黒
字
店
も

出
て
き
て
い
る
。森
下
氏
は「
収
益
化
の

条
件
が
は
っ
き
り
し
た
の
で
、今
後
、さ
ら

に
拡
大
す
る
。こ
う
し
た
強
化
が
で
き
る

の
は
ラ
イ
フ
ぐ
ら
い
し
か
な
い
の
で
は
な
い

か
」と
自
信
を
示
す
。

　

自
信
の
裏
付
け
は
、ラ
イ
フ
最
大
の
強
み

で
あ
る
店
舗
か
ら
１
キ
ロ
の
商
圏
だ
。ネ
ッ

ト
ス
ー
パ
ー
の
配
送
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
の
で

１
台
当
た
り
の
積
載
量
は
限
ら
れ
る
。配

送
効
率
を
高
め
る
上
で
、こ
の
１
キ
ロ
圏
が

大
き
く
役
立
つ
の
だ
と
い
う
。「
１
キ
ロ
圏

内
で
あ
れ
ば
、す
べ
て
の
荷
物
を
短
時
間
で

運
べ
る
の
で
、配
達
１
件
当
た
り
の
コ
ス
ト

も
抑
え
ら
れ
る
。収
益
化
の
た
め
の
人
件

費
や
運
賃
の
構
造
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
、

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
を
拡
大
し
て
も
十
分
収

益
化
で
き
る
」と
い
う
わ
け
だ
。

　

実
店
舗
の
魅
力
を
高
め
つ
つ
ネ
ッ
ト
ス
ー

パ
ー
を
強
化
す
る
こ
と
で
、お
客
さ
ま
の
ラ

イ
フ
利
用
率
を
上
げ
る
。同
時
に
、他
社
と

の
差
別
化
で
不
可
欠
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
や
Ｉ
Ｄ-

Ｐ
Ｏ
Ｓ
と
紐
づ
い
た

カ
ー
ド
戦
略
の
強
化
、物
流
・プ
ロ
セ
ス
セ
ン

タ
ー
の
再
構
築
な
ど
に
取
り
組
む̶

。

こ
う
し
た
多
面
的
な
攻
勢
に
よ
っ
て
、ラ
イ

フ
は
店
舗
か
ら
１
キ
ロ
の
小
商
圏
で
売
上

高
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
に
な
る
と
い
う
目
標
を
実

現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　

競
争
が
激
化
す
る
小
売
業
界
で
、ラ
イ

フ
は
生
き
残
り
の
最
終
的
な
条
件
を
ど
う

描
い
て
い
る
の
か
。森
下
氏
は
２
つ
あ
る
と

即
答
す
る
。

　
「
ま
ず
、人
が
い
な
く
て
も
売
り
場
を
維

持
で
き
る
仕
組
み
作
り
。ス
ー
パ
ー
業
界
は

労
働
集
約
的
な
の
で
、人
が
確
保
で
き
な

い
と
売
り
場
が
維
持
で
き
な
い
。今
後
も

慢
性
的
な
人
手
不
足
が
続
く
中
で
は
、人

が
や
ら
な
く
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
セ
ル
フ
レ

ジ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ（
注
２
）な
ど
で
対
処
す
る
し

か
な
い
。そ
れ
が
で
き
な
い
企
業
は
、そ
れ

が
で
き
る
企
業
と
一
緒
に
な
ら
な
い
限
り

生
き
残
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

　

第
２
は
、ラ
イ
フ
に
来
店
す
る
理
由
を

残
せ
る
か
ど
う
か
で
す
。今
後
、Ｅ
Ｃ
化
は

さ
ら
に
進
む
。す
べ
て
Ｅ
Ｃ
で
済
め
ば
来
店

す
る
必
要
は
な
い
が
、リ
ア
ル
店
舗
で
買
い

物
を
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
楽
し
さ
や
安

心
感
は
Ｅ
Ｃ
で
は
得
難
い
。鍵
は
売
り
場

環
境
で
す
。中
期
計
画
で
も
、ラ
イ
フ
だ
け

の〝
お
い
し
い
〞〝
ワ
ク
ワ
ク
〞〝
ハッ
ピ
ー
〞

を
お
客
さ
ま
に
提
供
す
る
こ
と
を
掲
げ
て

い
る
。な
ぜ
ラ
イ
フ
な
の
か
。そ
の
答
え
を

見
つ
け
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」

　

１
つ
１
つ
の
日
々
の
Ｃ
Ｓ（
お
客
さ
ま
満

足
）の
積
み
重
ね
が
ラ
イ
フ
ブ
ラ
ン
ド
へ
の

信
頼
を
高
め
る
。だ
か
ら
、徹
底
し
た
お
客

さ
ま
志
向
に
基
づ
い
た
店
舗
展
開
・
品
揃

え
を
行
い
、リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
一
体
で
小
商

圏
で
勝
ち
抜
く
。そ
れ
が
ラ
イ
フ
の
描
く

勝
利
の
方
程
式
な
の
だ
。

（
注
１
）ド
ミ
ナ
ン
ト
：
攻
め
る
地
域
を
特
定
し
、そ
の
特
定
し

た
地
域
内
に
集
中
し
て
店
舗
を
出
店
す
る
こ
と

（
注
２
）Ｒ
Ｐ
Ａ
：R

obotic P
rocess A

utom
ation

の
略
。

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自
動
化

　

徹
底
し
た
お
客
さ
ま
志
向̶

そ
れ
が

ラ
イ
フ
の
真
骨
頂
だ
。現
行
の
第
６
次
中

期
計
画（
２
０
１
８
〜
２
１
年
度
）で
は
、最

終
年
度
の
売
上
高
８
０
０
０
億
円
、経
常

利
益
２
０
０
億
円
を
目
標
に
掲
げ
、「
名
実

と
も
に
日
本
一
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

実
現
に
向
け
て
、一
層
お
客
さ
ま
に
近
づ

く
こ
と
で
、よ
り
魅
力
的
な
店
舗
を
作
り

上
げ
、企
業
価
値
の
向
上
と
持
続
的
な
成

長
を
目
指
す
」と
謳
っ
て
い
る
。

　
（
株
）ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、首
都
圏（
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
）、近
畿
圏

（
大
阪
・
京
都
・
兵
庫
・
奈
良
）に
２
７
０
店
舗（
２
０
１
９
年
２
月
末
現
在
）を
持
つ
食
品

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト（
Ｓ
Ｍ
）の
ト
ッ
プ
企
業
だ
。そ
の
特
徴
は
、①
人
口
密
度
が
高
い
地
域

に
ド
ミ
ナ
ン
ト（
注
１
）展
開
し
、物
流
コ
ス
ト
の
効
率
化
を
図
り
つ
つ
、店
舗
か
ら
１
キ
ロ

の
小
商
圏
で
の
売
上
高
シ
ェ
ア
で
ト
ッ
プ
を
目
指
す
、②
食
品
に
加
え
、衣
料
・
生
活
関
連

分
野
の
商
品
も
取
り
扱
う
こ
と
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
性
を
高
め
る
、③
品
揃
え
の
面
で
は
特

に
生
鮮
食
品（
水
産
・
畜
産
・
惣
菜
・
農
産
物
）に
力
を
入
れ
て
お
り
、た
と
え
ば
水
産
で
は

対
面
売
り
場
と
す
る
こ
と
で
差
別
化
を
図
る
、な
ど
が
あ
る
。

お
客
さ
ま
に
近
づ
く

株式会社ライフコーポレーション
常務取締役

森下 留寿氏

2Case
Study2
店
舗
か
ら
１
キ
ロ
の
小
商
圏
で

売
上
高
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
を
目
指
す

株
式
会
社
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
大
阪
市
淀
川
区
、東
京
都
台
東
区
）

次代の
小売事業モデル

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
強
化
に
自
信

生
き
残
り
の
２
つ
の
条
件
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は
な
く『
社
員
の
価
値
を
売
っ
て
い
る
』と

い
う
考
え
方
で
す
。家
電
量
販
店
の
商
品

は
各
社
と
も
同
じ
で
す
が
、そ
の
中
で『
ヨ

ド
バ
シ
カ
メ
ラ
で
買
い
た
い
』と
思
っ
て
頂
け

る
よ
う
な
専
門
性
の
高
い
社
員
を
育
て
る

こ
と
を
最
重
要
視
し
て
い
る
の
で
す
。マ
ニュ

ア
ル
主
導
の
チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
基

づ
く
多
店
舗
展
開
で
は
、社
員
の
育
成
が

追
い
つ
か
ず
、専
門
性
が
育
ま
れ
に
く
い
。

我
々
は
店
舗
数
を
限
定
し
な
が
ら
個
々
の

社
員
に
目
を
向
け
て
、き
ち
ん
と
そ
の
価

値
を
引
き
出
す
よ
う
な
運
営
を
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。そ
の
姿
勢
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ

り
ま
せ
ん
」

　

Ｅ
Ｃ
事
業
へ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
と
社

員
の
価
値
向
上
に
よ
る
店
舗
の
競
争
力
強

化
を
通
じ
て
、リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
の
シ
ナ
ジ
ー

効
果
を
追
求
し
て
き
た
こ
と
が
、ヨ
ド
バ
シ

カ
メ
ラ
の
強
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

　

藤
沢
氏
に
は
今
、注
目
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
。そ
れ
は
、消
費
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
だ
。「
２
０
１
０
年
以
降
、

ス
マ
ホ
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
時
間
の
価

値
を
大
事
に
さ
れ
る
人
が
増
え
て
、買
い

物
も
リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
を
使
い
分
け
る
傾

向
が
強
ま
り
ま
し
た
。た
と
え
ば
、か
つ
て

の〝
休
日
に
家
族
で
買
い
物
に
行
き
、帰
り

に
食
事
を
す
る
〞と
い
っ
た
時
間
の
使
い
方

が
、〝
休
日
は
家
族
で
ゆ
っ
く
り
遊
び
や
旅

行
に
行
く
。買
い
物
は
帰
り
の
電
車
や
車

の
中
で
ネ
ッ
ト
で
済
ま
せ
、帰
宅
後
、自
宅

で
受
け
取
る
〞と
いっ
た
時
間
消
費
を
楽
し

む
ス
タ
イ
ル
に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
は
小
売
業
に
も
、そ
こ
に
長
く
い
る

と
楽
し
い
と
い
っ
た
時
間
消
費
型
の
店
舗

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
動
き
に
応
え
る
べ
く
、ヨ
ド

バ
シ
カ
メ
ラ
は
店
舗
の
改
革
や
ネ
ッ
ト
通

販
の
強
化
に
努
め
て
き
た
。
た
と
え
ば

２
０
１
５
年
に
は
、他
の
家
電
量
販
店
に

先
駆
け
て
店
内
の
写
真
撮
影
を
解
禁
。商

品
に
つ
い
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
で

読
み
込
ん
で
他
社
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
競
合
価

格
と
比
較
し
た
り
、そ
の
ま
ま
自
社
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
で
注
文
で
き
る
よ
う
に
し
た
。ま

た
、２
０
１
６
年
に
は
東
京
23
区
と
一
部

地
域
で
、ネ
ッ
ト
で
の
注
文
商
品
を
１
点

か
ら
送
料
無
料
、最
短
２
時
間
半
で
届
け

る
新
サ
ー
ビ
ス「
ヨ
ド
バ
シ
エ
ク
ス
ト
リ
ー

ム
」を
開
始
し
た
。

　

藤
沢
氏
は
、「
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
買
い
物

を
す
る
の
が
当
た
り
前
の
時
代
。店
内
で

の
写
真
撮
影
も
、お
客
さ
ま
が
望
ま
れ

る
の
な
ら
ば
解
禁
す
る
の
が
当
然
」と
し

た
上
で
、「
今
後
も
我
々
は
、お
客
さ
ま
に

喜
ん
で
頂
け
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。そ
れ
も
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
で
は
な
く

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
に
、つ
ま
り
品
揃
え
や
店
作

り
に
つ
い
て
自
分
た
ち
の
思
い
込
み
で
は

な
く
、お
客
さ
ま
が
望
ま
れ
る
こ
と
を
愚

直
に
実
現
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
語
る
。

　

人
口
減
少
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

が
進
む
中
、小
売
業
界
の
主
役
が
消
費
者

で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。そ
の
時
、

ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
の
創
業
以
来
の
価
値
観
で

も
あ
る「
お
客
さ
ま
に
対
す
る
愚
直
な
姿

勢
」が
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
な
る
こ

と
は
確
か
だ
。

　

今
後
、ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
で
は
、お
客
さ

ま
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
Ａ
Ｉ
の
活

用
を
進
め
る
と
い
う
。藤
沢
氏
は
、そ
こ
で

は
社
員
の
持
つ
知
見
を
Ａ
Ｉ
に
教
え
込
む

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
こ
そ
が
鍵
に
な
る
と
見
る
。

　
「
お
客
さ
ま
の
お
問
い
合
わ
せ
に
対
す

る
正
し
い
答
え
は
、す
べ
て
個
々
の
社
員
の

中
に
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
接

客
応
対
の
経
験
を
Ａ
Ｉ
に
す
べ
て
教
え
込

む
こ
と
が
、今
後
の
テ
ー
マ
で
す
。専
門
性

の
高
い
社
員
の
育
成
と
あ
わ
せ
て
、こ
れ

が
実
現
で
き
れ
ば
、新
し
い
専
門
小
売
業

と
言
え
る
業
態
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。Ｅ
コ
マ
ー
ス
と
い
う
よ
り
Ａ
Ｉ

コ
マ
ー
ス
。近
々
、そ
ん
な
時
代
が
出
現
す

る
で
し
ょ
う
し
、そ
れ
が
我
々
が
描
く
次

代
の
小
売
業
の
業
態
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
る

の
で
す
。

　

Ｅ
Ｃ
は
ま
だ
伸
び
ま
す
。将
来
的
に
は
リ

ア
ル
と
ネ
ッ
ト
で
売
上
高
構
成
比
50
：
50

を
目
指
し
た
い
。そ
う
な
る
と
、す
ご
く
面

白
い
こ
と
が
で
き
る
企
業
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

専
門
性
の
高
い
社
員
と
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
で
未
来
型
の
マ
ル
チ
専
門
小

売
店
を
目
指
す
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
。そ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
先
に
出
現
す
る
姿
に
注
目

し
た
い
。

　

ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
急
速
に
普
及
し
始
め
た
１
９
９
０
年
代

後
半
か
ら
Ｅ
Ｃ
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
の
両
軸
経
営
を

進
め
て
き
た
。そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ

い
て
、同
社
副
社
長
の
藤
沢
和
則
氏
は
２

つ
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。

　
「
ま
ず
取
扱
品
目
の
多
さ
で
す
。弊
社

の
出
店
戦
略
は
、交
通
至
便
な
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
近
く
に
大
規
模
店
舗
を
構
え
る
レ
ー

ル
サ
イ
ド
戦
略
で
す
が
、そ
の
適
地
は
自

ず
と
限
ら
れ
る
た
め
、店
舗
数
や
売
上
規

模
か
ら
見
た
お
客
さ
ま
の
数
は
業
界
で
も

決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
を
解
決

す
る
の
が
Ｅ
Ｃ
で
、ネ
ッ
ト
通
販
で
は
店
舗

数
に
関
わ
り
な
く
多
く
の
品
目
を
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。お
客
さ
ま
か
ら

ご
要
望
を
頂
き
な
が
ら
取
り
扱
い
が
で
き

な
か
っ
た
商
品
も
Ｅ
Ｃ
で
は
可
能
な
の
で
、

ネ
ッ
ト
通
販
の
中
で
お
客
さ
ま
が
必
要
と

さ
れ
る
商
品
を
増
や
し
、売
上
増
に
つ
な
げ

て
い
る
。こ
れ
が
特
徴
の
１
つ
で
す
。

　

２
つ
め
が
、我
々
は『
商
品
を
売
る
』の
で

　
（
株
）ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
は
１
９
６
０
年
に
カ
メ
ラ
の
量
販
店
と
し
て
創
業
後
、

時
代
や
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
形
で
取
り
扱
い
品
目
を
拡
大
。今
で
は
家

電
製
品
か
ら
日
用
品
、書
籍
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
幅
広
い
分
野
の
商
品
６
０
０
万

点
以
上
を
扱
う
家
電
量
販
店
と
し
て
、関
東
地
区
を
中
心
に
全
国
に
23
店
舗
を

展
開
す
る
。Ｅ
Ｃ
事
業
も
好
調
で
、１
９
９
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ネ
ッ
ト
通
販
の

年
間
売
上
高
は
す
で
に
約
１
２
０
０
億
円（
２
０
１
８
年
３
月
期
）と
、総
売
上
高

（
６
８
０
５
億
円
、同
）に
占
め
る
割
合
は
18
％
に
達
し
て
い
る
。Ｅ
Ｃ
売
上
で
は

家
電
量
販
店
業
界
ト
ッ
プ
、国
内
Ｅ
Ｃ
事
業
者
と
し
て
も
第
２
位
の
座
に
あ
る
。

リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
の
両
軸
経
営

お
客
さ
ま
の
希
望
に

愚
直
に
応
え
る

3Case
Study3
リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
の
両
軸
経
営
で

Ａ
Ｉ
コ
マ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

株
式
会
社
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ

（
東
京
都
新
宿
区
）

次代の
小売事業モデル

Ａ
Ｉ
活
用
の
鍵
は
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

ヨドバシエクストリーム 競合価格と比較できるバーコード
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『
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
』を
リ
リ
ー
ス
、

２
０
１
５
年
に
全
国
の
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
へ
展
開
し

ま
し
た
。

　
『
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
』に
は
、お

客
さ
ま
の
来
店
前
、来
店
中
、来
店
後
の
行

動
デ
ー
タ
を
把
握
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
が
実
装
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
得
た

デ
ー
タ
を
分
析
し
活
用
す
る
こ
と
で
、テ
ナ

ン
ト
の
購
買
客
の
増
加
や
購
買
単
価
の
上

昇
な
ど
の
効
果
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
」

　

第
２
の
フ
ェ
ー
ズ
は
２
０
１
６
年
か
ら
現

在
で
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
進
化
さ
せ
る

べ
く
Ａ
Ｉ
や
Ｉｏ
Ｔ
、ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
を
進

め
て
い
る
。具
体
的
に
は
、『
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
』で
表
示
さ
れ
る
ブ
ロ
グ
の
パ
ー

ソ
ナ
ル
性
を
高
め
る
た
め
に
、Ａ
Ｉ
を
活
用

し
て
リ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
精
度
を
上
げ

る
、シ
ョッ
プ
店
内
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
画
像

か
ら
来
店
者
数
や
来
客
の
年
代・性
別
な
ど

の
属
性
を
統
計
的
に
把
握
し
、分
析・可
視

化
し
て
各
テ
ナ
ン
ト
に
提
供
す
る
、接
客
補

助
や
商
品
の
棚
卸
し
の
た
め
に
ロ
ボ
ッ
ト
を

開
発
す
る
、な
ど
だ
。

　

今
後
は
店
内
の
お
客
さ
ま
の
回
遊
状
況

の
把
握
に
注
力
し
た
い
と
林
氏
は
言
う
。

「
Ｓ
Ｃ
の
大
事
な
仕
事
が
、お
客
さ
ま
に
複

数
の
お
店
で
商
品
に
触
れ
て
も
ら
い
、接
客

を
受
け
て
買
い
物
を
し
て
頂
く
こ
と
。た

だ
、今
ま
で
購
買
履
歴
は
事
後
的
に
把
握

で
き
て
も
、回
遊
行
動
自
体
は
把
握
で
き
て

い
な
か
っ
た
。も
し
、あ
る
回
遊
パ
タ
ー
ン
で

た
く
さ
ん
買
い
回
り
し
て
頂
け
る
と
い
う
こ

と
が
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
れ
ば
、店
内
の
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ス
や
お
客
さ
ま
の
ス
マ
ホ
上
で

適
切
に
リ
コ
メ
ン
ド
す
る
こ
と
が
で
き
、パ
ル

コ
が
テ
ナ
ン
ト
の
皆
様
に
提
供
し
た
い
価
値

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
」　

　

そ
こ
で
、回
遊
デ
ー
タ
の
取
得
に
向
け
て
、

昨
年『
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
』に
実
装

し
た
の
が「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
」サ
ー
ビ
ス
だ
。『
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
』と
ス
マ
ホ
の
歩
数
計
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
、店
内
を
歩
い
た
歩
数
を
カ

ウ
ン
ト
し
５
０
０
歩
達
成
す
る
と
５
０
０
コ

イ
ン（
５
円
相
当
）を
付
与
す
る
。「
半
年

間
の
デ
ー
タ
で
見
る
と
、こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
お
客
さ
ま
は
、利
用
し
な
い
お
客

さ
ま
に
比
べ
て
買
い
回
り
す
る
シ
ョッ
プ
の
数

が
倍
に
、買
い
物
総
額
も
20
〜
30
％
上
が
っ

た
」と
、林
氏
は
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
「
パ
ル
コ
が
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
整
備
す
る
こ
と
で
、テ
ナ
ン
ト
さ
ん
は
本

来
の
仕
事
で
あ
る
、お
客
さ
ま
が
満
足
す

る
よ
う
な
商
品
づ
く
り
や
接
客
に
集
中
で

き
る
。そ
の
結
果
、各
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
の
魅

力
も
伝
わ
り
、Ｓ
Ｃ
全
体
の
価
値
も
高
ま

る
の
で
す
。今
後
は
Ｖ
Ｒ（
仮
想
現
実
）や

Ａ
Ｒ（
拡
張
現
実
）、Ｍ
Ｒ（
複
合
現
実
）な

ど
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
も
導
入
し
て
、未
来

の
シ
ョッ
ピ
ン
グ
体
験
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

Ｅ
Ｃ
市
場
の
成
長
が
続
く
中
で
の
Ｓ
Ｃ

の
在
り
方
に
つ
い
て
、林
氏
は
次
の
よ
う
に

展
望
す
る
。

　
「
今
後
、リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
の
比
率
が
半

分
半
分
に
な
る
こ
と
は
あ
り
得
る
で
し
ょ

う
が
、リ
ア
ル
店
舗
が
な
く
な
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
ま
す
。パ
ル
コ
が
な
す
べ
き
こ
と

は
、Ｅ
Ｃ
事
業
者
と
戦
う
、あ
る
い
は
Ｅ
Ｃ

事
業
者
に
追
い
つ
こ
う
と
す
る
こ
と
で
は

な
く
、リ
ア
ル
店
舗
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

付
加
し
、お
客
さ
ま
へ
快
適
な
買
物
体
験

を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
、店

頭
で
お
客
さ
ま
が
何
を
求
め
、何
に
困
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
お

客
さ
ま
行
動
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。そ
う
し
た
中
で
、必
要
で
あ
れ
ば
オ
ン

ラ
イ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
も
付
け
加
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

先
端
技
術
を
活
用
し
、新
し
い
シ
ョッ
ピ

ン
グ
体
験
の
で
き
る
店
作
り
や
、リ
ア
ル
と

ネ
ッ
ト
の
両
面
か
ら
の
接
客
の
進
化
を
図

る
パ
ル
コ
。そ
の
不
断
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
ら
、

次
代
の
Ｓ
Ｃ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
生
ま
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
パ
ル
コ
の
Ｓ
Ｃ
事
業
で
は
、全
国
で
約

３
０
０
０
テ
ナ
ン
ト
に
ご
出
店
頂
い
て
い
ま

す
。我
々
の
役
割
は
、テ
ナ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
の

接
客
効
果
を
高
め
、そ
の
事
業
の
成
長
を

促
す
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
こ
と
。デ
ジ
タ
ル
改
革
の
取
り
組
み

も
、そ
の
た
め
な
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、同
社
執
行
役
・グ
ル
ー

プ
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
担
当
の
林
直
孝
氏

だ
。
林
氏
に
よ
る
と
改
革
に
は
２
つ
の

フ
ェ
ー
ズ
が
あ
り
、第
１
の
２
０
１
３
〜
１
５

年
で
は
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
時
代
に
対
応
す
べ

く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
接
客
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
磨
き
を
か
け
た
と
い
う
。

「
日
本
で
ス
マ
ホ
が
普
及
し
始
め
た

２
０
１
０
年
頃
か
ら
、お
客
さ
ま
が
ス
マ

ホ
を
使
っ
て
来
店
前
の
行
動
を
決
定
す
る

傾
向
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。パ
ル
コ
で

も
、来
店
前
か
ら
接
客
が
で
き
る
Ｗｅ
ｂ
上

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
だ
と
考
え
、

２
０
１
３
年
に
テ
ナ
ン
ト
ご
と
に
商
品
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
情
報
な
ど
を
発
信
で
き
る

『
シ
ョッ
プ
ブ
ロ
グ
』を
全
国
の
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。続
く
２
０
１
４
年
に
は

店
舗
在
庫
と
連
動
し
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い

る
商
品
の
購
入
や
取
り
置
き
が
で
き
る『
カ

エ
ル
パ
ル
コ（
現
：
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
）』を
立
ち
上
げ
、さ
ら
に
そ
れ

ら
機
能
を
包
括
し
た
公
式
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

4Case
Study4
店
舗
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
接
客
の
進
化
で

次
世
代
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ

株
式
会
社
パ
ル
コ

（
東
京
都
豊
島
区
）

次代の
小売事業モデル

（株）パルコが運営する渋谷PARCO （2019年秋開業予定）
写真提供：竹中工務店

接
客
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
磨
く

先
端
技
術
を
積
極
活
用

リ
ア
ル
の
デ
ー
タ
活
用
で

先
行
す
る

　

パ
ル
コ
グ
ル
ー
プ
は
、都
市
へ
の「
独
自
の
提
供
価
値
拡
大
」に
よ
る
成
長
実
現
を
テ
ー

マ
に
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｃ
）事
業
、専
門
店
事
業
、総
合
空
間
事
業
、エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
。デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
の
流
れ
に
も
い
ち
早
く
対
応

し
て
お
り
、中
核
事
業
で
あ
る
Ｓ
Ｃ
事
業
に
お
い
て
は
、Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

の
先
端
技
術
を
活
用
し
て
、お
客
さ
ま
に
新
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
体
験
を
提
供
す
る
店
舗

作
り
、テ
ナ
ン
ト
向
け
に
業
務
効
率
向
上
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
行
う
な
ど
、次

世
代
の
Ｓ
Ｃ
の
実
現
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

（図表）パルコが目指すデジタルプラットフォーム

公式スマホアプリ「POCKET PARCO」

株式会社パルコ
執行役　グループデジタル推進室担当

林 直孝氏

17 16

Next Japan

17 16

Next Japan Next Japan



北海道の地域活力強化に向けて
─北洋銀行、北海道銀行、日本政策投資銀行による取り組み

　2018年9月6日に発生した北海道胆振東部地震に関連する災害対応や地域活力強化を支援するため、（株）北洋銀行、

（株）北海道銀行、（株）日本政策投資銀行は、2018年10月25日に「北海道活力強化金融協定」を締結。これに基づいて同月31日に

「北海道活力強化ファンド」を設立した。さらに2019年2月28日には、同ファンドによる第1号案件として道内企業2社に対する投融

資を実施した。地震発生からわずか2カ月弱で協定合意とファンド設立を実現した3行のキーマンが、ここまでの取り組みを振り返ると

ともに、この経験を今後の北海道の活力強化にどう活かすのかについて語り合った。

「北海道活力強化金融協定」と「北海道活力強化ファンド」

　「北海道活力強化金融協定」の目的は、3行が緊密に連携しながら、地震被害を受けた事業者等に対する円滑な金融機能およびコンサルティング機能を発揮し、さらには地

域活力の強化に寄与していくことだ。その具体的な取り組みの第一弾が「北海道活力強化ファンド」で、地震被害からの復旧・復興に資する事業ならびに北海道の活力強化に

資する事業を行う事業者に対するリスクマネーの供給を通じて、被災地域の早期復旧・復興および地域活力強化の支援を行う。ファンドの投資期間は3年、存続期間は10年、

総額は15億円。

松
嶋　

昨
年
９
月
６
日
に
発
生
し
た
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
７
カ
月
が
経

ち
ま
し
た
。復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
の
ご

認
識
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

長
野　

復
旧
は
、い
ろ
い
ろ
な
施
策
や
被

災
さ
れ
た
方
々
な
ど
の
ご
努
力
も
あ
っ
て

割
と
順
調
に
進
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、復
興
に
は
ま
だ
課
題
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。地
震
で
被
害
を

受
け
た
と
こ
ろ
へ
の
投
資
、震
災
前
の
勢

い
を
取
り
戻
す
た
め
に
投
資
し
た
分
が

追
加
投
資
、言
わ
ば
資
本
的
支
出（
注

１
）に
な
っ
て
い
る
。追
加
投
資
の
効
果

が
、ま
だ
元
の
状
態
に
戻
す
と
こ
ろ
に

と
ど
ま
っ
た
ま
ま
と
い
う
こ
と
で
、こ
れ

か
ら
い
か
に
地
域
を
挙
げ
て
乗
数
効
果

（
注
２
）が
出
る
よ
う
に
し
て
い
く
か
が

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

内
山　

法
人
の
お
客
さ
ま
に
関
し
て
言

う
と
、観
光
・ホ
テ
ル
業
の
風
評
被
害
が

大
き
く
、特
に
地
震
発
生
月
の
９
月
は

売
上
が
前
年
同
月
対
比
で
２
〜
３
割
落

ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、行
政

や
地
元
経
済
界
が
一
体
と
な
っ
て「
北

海
道
ふ
っ
こ
う
割（
注
３
）」と
い
う
施
策

等
を
打
っ
た
こ
と
で
道
内
観
光
の
需
要

が
回
復
し
、11
月
に
は
前
年
比
プ
ラ
ス
に

転
じ
ま
し
た
。こ
れ
に
は
観
光
客
が
意

外
に
早
く
戻
っ
て
き
た
な
と
い
う
印
象

で
し
た
ね
。

松
嶋　

今
回
の
地
震
で
は
行
政
、企
業
、

そ
れ
か
ら
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

も
加
わ
り
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
早
期
の
回
復
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。こ
の
点
で
は
北
海
道
の
大

き
な
力
を
示
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、復
旧
・
復
興
の
過
程
で
、北

海
道
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
地
震

発
生
の
前
と
比
べ
て
悪
く
な
っ
た
か
と

い
う
と
、そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。特
に
風

評
被
害
対
策
に
は
万
全
を
期
し
た
こ
と

で
、北
海
道
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
は

揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、き
ち
ん
と
道
外
や

海
外
に
提
供
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、い
か
が
で
し
ょ
う
。

内
山　

本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
。地
震

が
あ
る
と「
危
な
い
」と
い
う
風
評
が
起

こ
り
が
ち
で
す
が
、そ
れ
に
対
し
て「
大

丈
夫
で
す
」「
北
海
道
、元
気
で
す
よ
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
発
信
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

松
嶋　

旅
館
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
、地

震
前
よ
り
低
下
し
た
と
い
う
こ
と
は
全

然
な
く
て
、皆
さ
ん
の
頑
張
り
で
い
ろ
ん

な
ア
イ
デ
ア
も
出
て
い
て
好
評
で
す
。

長
野　

そ
う
で
す
ね
。お
客
さ
ま
を
取

り
戻
す
と
い
う
意
味
で
は
、た
と
え
ば

「
ふ
っ
こ
う
割
」の
お
客
さ
ま
に
も
引
き

続
き
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
、国
か
ら
の
支
援
で

終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、も
う
一
段
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
努
力
が
随
所
に
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

松
嶋　

地
震
発
生
が
９
月
６
日
木
曜
日

の
未
明
で
、土
・日
の
緊
急
の
復
旧
作
業

を
経
て
、翌
週
か
ら
両
行
を
お
訪
ね
し

て
協
定
や
フ
ァ
ン
ド
の
可
能
性
に
つ
い
て

お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。そ
の
際
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

長
野　

松
嶋
さ
ん
か
ら
最
初
に
電
話
で

北海道の地域活力強化に向けて
─ 北洋銀行、北海道銀行、日本政策投資銀行による取り組み

北
海
道
の
元
気
を

発
信
し
続
け
る

３
行
協
調
の

金
融
協
定
を
締
結

全額出資

投融資

LP出資

投融資

企 業 企 業

北海道銀行北洋銀行

北 海 道 活 力 強 化 フ ァ ン ド

日本政策投資銀行

LP出資 LP出資

GP出資

D B J 地 域 投 資

（図表）北海道活力強化ファンド

株式会社北海道銀行
取締役　常務執行役員

内山 敦志氏

株式会社日本政策投資銀行
北海道支店長

松嶋 一重

株式会社北洋銀行
常務取締役

長野 実氏

鼎談
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お
話
が
あ
っ
た
の
は
、よ
う
や
く
電
力
供

給
が
再
開
さ
れ
た
直
後
で
し
た
よ
ね
。

震
災
直
後
は
我
々
自
身
、身
動
き
が
取

れ
ず
、よ
う
や
く
復
電
し
て「
さ
ぁ
、こ
れ

か
ら
動
け
る
か
な
」と
い
う
と
き
で
し
た

か
ら
、松
嶋
さ
ん
に「
３
行
に
よ
る
地
域

活
力
の
強
化
と
い
う
着
眼
点
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
言
わ
れ
て
、な
る

ほ
ど
そ
の
通
り
だ
と

思
い
ま
し
た
ね
。

　

特
に
北
海
道
の

場
合
、経
済
の
歴
史
が
ま
だ
１
５
０
年

と
浅
く
、戦
後
生
ま
れ
の
中
小
企
業
が

多
い
の
で
資
本
の
蓄
積
が
少
な
い
。だ
か

ら
、こ
う
い
う
緊
急
時
や
長
引
く
景
気

の
低
迷
期
に
は
す
ぐ
資
本
が
毀
損
し

て
し
ま
い
ま
す
し
、信
用
度
が
下
が
っ

て
資
金
が
調
達
で
き
な
く
な
り
、経
済

全
体
が
低
迷
す
る
。そ
う
い
う
地
域
特

性
が
あ
る
こ
と
は
常
々
理
解
し
て
い
た

つ
も
り
で
し
た
が
、松
嶋
さ
ん
か
ら
言

わ
れ
る
ま
で
そ
の
こ
と
に
思
い
が
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。で
す
か
ら
、第
一
印

象
は「
こ
れ
は
必
要
だ
し
、い
い
こ
と
だ

な
」と
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
ら
し
く
金
融
全
体
の

調
整
機
能
を
活
か
し
て
、し
か
も
北
海

道
銀
行
と
共
に
声
を
か
け
て
頂
い
た
の

は
、さ
す
が
だ
と
思
い
ま
し
た
。

内
山　

た
し
か
に
、土・日
に
体
制
を
整

え
て
何
と
か
月
曜
日
に
は
営
業
し
た
い

と
、そ
の
１
点
に
集
中
し
て
い
る
時
に
、

松
嶋
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、そ
う

い
う
事
を
考
え
て
い
る
と
聞
い
た
と
き

は
、や
は
り「
こ
れ
は
、早
く
や
ら
な
け

れ
ば
」と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

そ
し
て
、週
明
け
に
い
ろ
い
ろ
お
話
を
聞

い
て
い
く
中
で
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
東
日
本
大
震

災
や
熊
本
地
震
の
際
も
フ
ァ
ン
ド
等
に

よ
る
支
援
の
経
験
を
お
持
ち
な
の
で
、こ

れ
は
も
う
一
緒
に
や
る
し
か
な
い
と
感

じ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。一
金
融
機

関
で
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

る
か
と
い
う
と
、今
振
り
返
っ
て
も
疑
問

が
あ
る
の
で
、こ
の
お
声
が
け
は
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

松
嶋　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私

ど
も
は
、こ
の
取
り
組
み
を
両
行
と
の

三
行
一
体
で
進
め
た
い
と
思
っ
た
の
で
す

が
、そ
う
は
言
っ
て
も
普
段
、３
行
と
も

適
切
な
競
争
関
係
に
も
あ
り
ま
す
の
で

（
笑
）、そ
の
意
味
で
非
常
に
恐
る
恐
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
し
た
。で
も
、

結
果
と
し
て
は
む
し
ろ
両
行
か
ら
３
行

で
や
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
頂
き
、と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。三
行
一
体
に
つ
い
て

は
、や
は
り
こ
う
い
う
事
態
だ
か
ら
と
い

う
意
味
で
、ま
っ
た
く
違
和
感
な
く
同

意
し
て
頂
け
た
の
だ
と
受
け
止
め
て
い

る
の
で
す
が
、い
か
が
で
す
か
。

長
野　

地
震
の
後
、木・金
と
道
内
全
域

で
国
内
初
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト（
エ
リ
ア
全

域
停
電
）に
な
り
、シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
け
ら

れ
な
い
状
態
で
も
、お
金
が
必
要
な
お
客

さ
ま
が「
何
と
か
な
ら
な
い
か
」と
来
店

さ
れ
る
わ
け
で
す
。そ
の
よ
う
な
中
で
、

我
々
の
金
融
機
能
も
や
は
り
イ
ン
フ
ラ
な

の
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

　

電
力
も
交
通
も
そ
う
で
す
が
、イ
ン

フ
ラ
は
一
民
間
企
業
の
力
だ
け
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
。そ
れ
は
競
争
の
次

元
を
超
え
て
い
る
訳
で
す
。そ
の
よ
う

な
中
で
は
協
調
す
べ
き
は
協
調
し
、状

況
が
落
ち
着
い
た
ら
競
争
す
れ
ば
い
い
。

緊
急
時
対
応
と
し
て
、こ
こ
は
と
に
か
く

協
調
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
れ

で
週
明
け
に
頭
取
に
話
を
し
た
と
こ
ろ

「
い
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
」と
。あ
と
は
具

体
的
に
進
め
る
だ
け
で
し
た
ね
。

内
山　

ま
さ
に
長
野
さ
ん
の
仰
る
と
お

り
で
、我
々
、平
時
は
企
業
と
し
て
ラ
イ

バ
ル
関
係
に
あ
る
わ
け
で
、こ
れ
は
当
然

の
こ
と
で
す
が
、大
規
模
災
害
な
ど
の

非
常
時
に
は
協

調
意
識
を
持

つ
こ
と
が
不
可

欠
だ
と
思
い
ま

す
。で
す
か
ら
、

今
回
の
経
験
が

今
後
い
ろ
い
ろ

な
地
域
リ
ス
ク

に
対
応
し
て
い
く
と
き
に
重
要
な
事
例

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
。

松
嶋　

こ
こ
で
改
め
て
強
調
し
て
お
き

た
い
の
は
、私
ど
も
か
ら
お
声
を
掛
け
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、両
行
の
ご
決
断

が
な
け
れ
ば
、こ
の
取
り
組
み
は
絶
対
に

実
現
し
な
か
っ
た
わ
け
で
、非
常
に
早
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
内
の
調
整
を
進
め
て

頂
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
嶋　

実
は
今
回
、フ
ァ
ン
ド
の
設
立
を

念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、そ
の
前
段
階
と
し

て
３
行
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
し
合
い
を
し

な
が
ら
、円
滑
に
震
災
対
応
を
進
め
て

い
く
た
め
に
協
定
を
締
結
す
る
と
い
う

二
段
構
え
の
建
て
付
け
と
し
た
の
は
、

弊
行
と
し
て
も
初
の
取
り
組
み
で
し

た
。そ
の
協
定
の
特
徴
が
、金
融
機
能
、

つ
ま
り
融
資
や
投
資
だ
け
で
は
な
く
、コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
共
同
で
行
う
、ま
た
、

３
行
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
道
内
全
体

を
カ
バ
ー
す
る
に
は
足
り
な
い
部
分
も

あ
る
の
で
、行
政
や
他
の
金
融
機
関
と

も
、お
申
し
出
が
あ
れ
ば
協
調
し
て
い

く
と
い
う
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
で

す
。こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、ど
ん
な

印
象
を
お
持
ち
で
す
か
。

長
野　

ご
指
摘
の
通
り
、金
融
の
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を
考
え
よ
う

と
い
う
こ
と
な
の
で
、緊
急
時
対
応
と
し

て
エ
ク
イ
テ
ィ
的
な
部
分
を
用
意
し
て
、

そ
れ
を
供
給
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
も
発
揮
で

き
る
よ
う
に
し
た
。そ
れ
か
ら
単
な
る

復
旧・復
興
だ
け
で
は
な
く
、地
域
経
済

の
振
興
ま
で
視
野
に
入
れ
な
が
ら
や
っ

て
い
く
。そ
う
し
た
取
り
組
み
は
、一
金

融
機
関
の
お
取
引
先
と
の
関
係
だ
け
で

は
進
め
に
く
い
こ
と
も
あ
る
し
、場
合
に

よ
っ
て
は
地
域
経
済
を
巻
き
込
ま
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
あ
る
。そ
う
い
う

意
味
で
は
、目
先
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

周
辺
ま
で
手
を
広
げ
た
形
に
建
て
付
け

た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。ネ
ー
ミ
ン
グ
に
お
い
て
も
そ
の
想

い
を
込
め
て「
北
海
道
活
力
強
化
金
融

協
定
」と
し
て
お
り
、そ
れ
も
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

内
山　

協
定
の
よ
う
な
大
き
な
枠
組
み

が
あ
る
と
、た
だ
単
純
に
フ
ァ
ン
ド
を
や

る
の
で
は
な
い
と
い
う
厚
み
が
出
ま
す

よ
ね
。そ
れ
か
ら
事
務
レ
ベ
ル
で
考
え
て

も
、そ
の
先
に
や
れ
る
こ
と
の
可
能
性
が

大
き
い
。復
旧
・
復
興
だ
け
で
は
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
る
と

い
う
意
味
で
は
、実
際
の
事
務
レ
ベ
ル
で

担
当
さ
れ
て
い
る
方
々
も
、少
し
先
を
見

た
話
し
合
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
し
、企
業
さ
ん
の

受
け
止
め
方
も
良
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
嶋　

両
行
に
は
フ
ァ
ン
ド
を
作
っ
て
か

ら
具
体
的
な
実
行
案
件
を
考
え
る
の
で

は
な
く
、フ
ァ
ン
ド
設
立
の
準
備
段
階
で

案
件
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
も
し
て
頂
き
ま
し

た
。お
陰
様
で
、こ
れ
だ
け
の
ス
ピ
ー
ド

決
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
２
０
１
８
年
度

内
に
２
件
の
実
績
を
作
る
こ
と
が
で
き
、

フ
ァ
ン
ド
と
し
て
は
順
調
な
滑
り
出
し

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
協
定
に
基

づ
い
て
フ
ァ
ン
ド
以
外

の
協
力
体
制
を
構

築
し
、さ
ら
に
フ
ァ
ン

ド
の
案
件
も
組
成
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、こ
の

先
、ど
ん
な
分
野
で
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
べ
き
か
。そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
た
め

に
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

長
野　

や
は
り
、北
海
道
の
強
み
を
発

揮
し
て
い
け
る
成
長
分
野
で
す
ね
。ま

ず
観
光
、そ
し
て
農
業
、食
。こ
う
いっ
た

分
野
を
新
た
に
元
気
付
け
て
、強
み
を

活
か
せ
る
も
の
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

内
山　

私
が
注
目
し
て
い
る
の
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）で
す
。弊
行
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、８
割
以
上
の
道
内
企
業
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
備
え
が
な
か
っ
た
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。し
か
し
今
で
は
、道
内
の
各
企

業
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
重
要
性
に
気
付
き
、非

常
用
電
源
や
物
資
の
備
蓄
に
目
を
向
け

て
い
ま
す
。今
後
、本
格
化
す
る
そ
う
し

た
取
り
組
み
を
金
融
機
関
と
し
て
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、協

定
の
中
で
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
嶋　

今
回
の
協
定
と
フ
ァ
ン
ド
の
枠

組
み
と
い
う
の
は
、北
海
道
胆
振
東
部

地
震
を
１
つ
の
契
機
と
す
る
復
旧
・
復

興
、そ
れ
か
ら
北
海
道
の
活
力
強
化
へ
の

金
融
＋
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

の
可
能
性

協
定
を
ベ
ー
ス
に

連
携
・
協
働
す
る

北海道の地域活力強化に向けて
─ 北洋銀行、北海道銀行、日本政策投資銀行による取り組み

21 20

Scenes of Solution Scenes of Solution 



取
り
組
み
と
位
置
付
け
て
い
る
わ
け
で

す
が
、こ
の
先
、北
海
道
の
抱
え
る
課
題

は
、人
口
減
少
の
よ
う
な
社
会
の
ベ
ー
ス

に
な
る
よ
う
な
も
の
か
ら
交
通
や
物
流

な
ど
産
業
分
野
の
も
の
ま
で
、ま
だ
ま

だ
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
野　

今
回
、改
め
て
そ
の
重
要
性
に

気
付
い
た
の
は
通
信
手
段
で
す
。停
電

の
中
、行
内
で
配
備
し
て
い
る
携
帯
電

話
で
や
り
取
り
を
し
た
の
で
す
が
、充

電
が
で
き
な
い
の
で
最
終
的
に
通
信
手

段
を
失
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。あ
と

は
、車
で
の
移
動
や
自
家
発
電
の
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
ね
。こ
れ
な
ど
一
企

業
レ
ベ
ル
で
や
る
と
い
う
よ
り
も
、広
域

エ
リ
ア
や
北
海
道
全
体
で
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

内
山　

電
気
に
つ
い
て
は
、先
程
お
話
し

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
ス
マ
ホ
の

充
電
に
苦
労
し
た
と
い
う
人
が
56
％
に

も
達
し
て
い
ま
し
た
。次
が
食
料
の
購

入
で
37
％
。ス
マ
ホ
の
充
電
が
ダ
ン
ト
ツ

な
の
で
す
ね
。

長
野　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
社
会
と
い
う
の
も

一
面
で
は
リ
ス
ク
で

す
よ
ね
。電
源
が
落

ち
た
ら
、や
は
り
現
金
が
必
要
で
す
。今

回
の
地
震
で
は
、生
活
や
事
業
の
基
礎

と
な
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
観
点
で
感
じ
る

と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。こ
う
し
た
教
訓
を
い
か
に
社
会
に

伝
え
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か

を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

松
嶋　

た
し
か
に
、北
海
道
の
広
域
性

は
防
災
の
着
眼
点
と
し
て
１
つ
加
え
な

く
て
は
い
け
な
い
部
分
で
す
ね
。

松
嶋　

最
後
に
、今
回
の
協
定
や
フ
ァ
ン

ド
か
ら
お
考
え
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
一

言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

長
野　

緊
急
時
に
は
呉
越
同
舟
、と
い

う
こ
と
で
す
。本
当
に
良
い
前
例
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

内
山　

今
回
の
地
震
と
停
電
は
、被
害

に
遭
わ
れ
た
方
に
は
本
当
に
大
変
な
事

態
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、こ
の
経
験
を

き
ち
ん
と
見
据
え
て
、将
来
ま
た
同
じ

よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
と
き
に
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
地
域
全
体
で
考

え
、か
つ
金
融
機
関
に
も
果
た
す
べ
き
役

割
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て

準
備
を
し
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
。そ

う
い
う
思
い
が
す
ご

く
強
い
で
す
ね
。

　

特
に
、金
融
機
関

の
協
業
と
い
う
と
こ
ろ
で
考
え
た
と
き

に
、北
海
道
の
み
な
ら
ず
、全
国
の
各
地

域
に
共
通
す
る
人
口
減
少
リ
ス
ク
に
ど

う
対
応
す
る
か
。ま
た
、先
程
長
野
さ

ん
が
仰
っ
た
、そ
の
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
農
業
や
産
業
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
時
に
、や
は
り
協
働
で
こ
れ
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
場
面
と
い
う
の
が
出
て
く
る

と
思
う
の
で
、私
と
し
て
も
手
を
携
え

て
取
り
組
む
方
法
と
い
う
意
味
で
は
、

今
回
の
協
定
と
い
う
の
は
非
常
に
意
味

が
あ
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

松
嶋　

両
常
務
か
ら
お
話
し
頂
い
た
よ

う
に
、地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、ま
た

緊
急
時
は
き
ち
ん
と
協
力
を
し
て
、行

政
や
他
の
金
融
機
関
に
も
オ
ー
プ
ン
な

形
で
、こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
１
９
年
４
月
４
日
収
録
）

（
注
１
）資
本
的
支
出
：
固
定
資
産
の
新
た
な
取
得
や
、増

設
や
増
築
の
た
め
の
支
出

（
注
２
）乗
数
効
果
：
政
府
支
出
や
投
資
を
増
や
す
こ
と

で
、最
終
的
に
国
民
所
得
を
数
倍
に
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
効
果

（
注
３
）北
海
道
ふ
っ
こ
う
割
：
国
の
観
光
支
援
補
助
金
に

よ
り
、国
内
外
観
光
客
の
宿
泊
費
な
ど
を
割
り
引

く
制
度
。２
０
１
８
年
10
月
１
日
か
ら
２
０
１
９
年

３
月
31
日
ま
で
に
北
海
道
内
に
１
泊
以
上
す
る
旅

行
商
品
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。

北海道の地域活力強化に向けて
─ 北洋銀行、北海道銀行、日本政策投資銀行による取り組み

０
１
９
年
２
月
20
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
オ

マ
ー
ン・マ
ス
カ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｄ
Ｆ
Ｉ

Ａ
Ｐ（
ア
ジ
ア
太
平
洋
開
発
金
融
機
関
協
会
、注
）の

年
次
総
会
に
お
い
て
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
こ
れ
ま
で
の
災
害
お

よ
び
気
候
変
動
に
対
応
す
る
各
種
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、地
域
経
済
開
発
部
門
に
お
け
る
優
れ
た
取
り

組
み
と
し
て
Ａ
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ａｗａｒ
ｄｓ
２
０
１
９
を

受
賞
し
た
。

Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ａｗａｒ
ｄｓ
は
、域
内
の
優
秀
か
つ

啓
発
性
の
高
い
デ
ィ
ー
ル・
取
り
組
み
を
広
く

周
知
し
、金
融
手
法
・
技
術
の
共
有
を
図
る
目
的
で
、

優
れ
た
実
績
を
残
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
開
発

金
融
機
関
や
、開
発
金
融
を
通
じ
た
経
済
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
果
た
し
た
人
物
を
表
彰
す
る
も
の
だ
。

Ｂ
Ｊ
は
過
去
に
も
受
賞
し
て
お
り
、た
と
え

ば
、２
０
１
２
年
は
東
日
本
大
震
災
復
興
フ
ァ

ン
ド
組
成
が
今
回
と
同
じ
地
域
経
済
開
発
部
門
で
、

ま
た
、２
０
１
８
年
は
健
康
経
営
格
付
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
門

で
、そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
て
い
る
。今
回
の
受
賞
で
は
、地

域
経
済
の
災
害
か
ら
の
復
興
等
に
寄
与
す
べ
く
、長
年

に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る

こ
と
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
た
。

Ｂ
Ｊ
で
は
、こ
れ
ま
で
大
規
模
災
害
等
に
対

処
す
る
資
金
の
供
給
を
行
う
と
と
も
に
、当

該
業
務
を
通
じ
て
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
も
と
に
、Ｂ
Ｃ
Ｍ
格
付
融
資
等
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、地
域
に
お
け
る
防
災
や
減
災
の
取
り
組
み
を

後
押
し
し
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、昨
今
、各
地
で

頻
発
す
る
災
害
に
お
い
て
は
、地
域
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
等
も
背
景
に
、さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分
野
で
、ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
を
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響
も
顕

在
化
す
る
事
例
が
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

こ
で
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
で

は
被
災
し
た
事

業
者
に
対
す
る
機
動

的
か
つ
迅
速
な
復
旧
支

援
等
の
対
応
を
行
う
べ

く
２
０
１
８
年
９
月
に

「
地
域
復
興
対
策
本

部
」を
設
置
し
支
援
体

制
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、「
地
域
緊
急
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
創
設
し
、地

域
金
融
機
関
等
と
の
協
調
に
よ
る
資
金
供
給
体
制
を

強
化
し
た
。

え
て
、（
株
）北
洋
銀
行
お
よ
び（
株
）北
海
道

銀
行
と
共
同
で
設
立
し
た「
北
海
道
活
力
強

化
フ
ァ
ン
ド
」や「
西
日
本
広
域
豪
雨
復
興
支
援
フ
ァ
ン

ド
」へ
の
出
資
を
通
じ
た
被
災
事
業
者
に
対
す
る
支

援
の
ほ
か
、被
災
地
域
の
現
状
と
課
題
を
調
査
・
整
理

し
た
レ
ポ
ー
ト「
２
０
１
８
年
自
然
災
害
か
ら
の
復
興

と
課
題
〜
地
域
と
産
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
構
築
に
向
け

て
〜
」を
発
行
し
、災
害
か
ら
の
復
興
と
レ
ジ
リ
エ
ン

ト
な
社
会
構
築
に
向
け
た
提
言
を
実
施
し
た
。

Ｂ
Ｊ
は
引
き
続
き
、地
域
に
お
け
る
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
資
す
る
企
業
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

（
注
）Ａ
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｐ
：A

ssociation of D
evelopm

ent F
inancing 

Institutions in A
sia and the P

acific

の
略
。ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
開
発
金
融
機
関
の
協
調
促
進
、開
発
金
融
の
調
査
研
究
、人
材
育

成
等
を
目
的
に
１
９
７
６
年
10
月
に
設
立
さ
れ
た
。加
盟
す
る
の
は
、ア
ジ

ア
45
カ
国･

地
域
の
１
３
１
機
関
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
設
立
時
か
ら
加
盟
し
て
い
る
。

本
部
は
フ
ィ
リ
ピ
ン・マ
ニ
ラ

金
融
機
関
の

協
業
モ
デ
ル
と
し
て

２ADD

そ加D

ADFIAP Awards 2019を受賞
－DBJの災害・気候変動に対応する各種取り組みを評価－
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̶

な
ぜ
宮
城
県
で「
食
」を
軸
と
し
た
新
し
い

事
業
創
出
を
決
意
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

や
は
り
、東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
か
ら
で

す
。当
時
の
私
は
活
動
拠
点
を
北
海
道
か
ら
仙

台
に
移
し
、農
業
・
漁
業
と
消
費
者
を
つ
な
げ
る

新
規
事
業
の
企
画
立
案
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
、施
設
の
設
計
・
建
築
、運
営
業
務
ま
で

を
一
貫
し
て
、自
治
体
や
企
業
向
け
に
提
供
し
て

い
ま
し
た
。そ
し
て
、被
災
。私
を
含
め
て
ほ
と
ん

ど
の
人
が
、初
め
て「
ひ
も
じ
い
」思
い
を
し
ま
し

た
。そ
の
一
方
で
、手
を
真
っ
赤
に
し
て
雪
の
下
か

ら
野
菜
を
穫
っ
て
駆
け
つ
け
た
生
産
者
の
方
々
が
、

「
値
段
が
高
す
ぎ
る
」と
非
難
さ
れ
る
の
を
目
の

当
た
り
に
し
た
の
で
す
。「
な
ぜ
、こ
ん
な
こ
と
が

起
き
る
の
か
」と
、愕
然
と
し
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
時
代
に
起
業
し
て
か
ら
、食
と
教
育

を
テ
ー
マ
に
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
に
得
た
知
見
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、大

切
な
命
を
守
る
た
め
に
持
続
可
能
な
事
業
を
つ

く
り
、未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、私
た
ち
の

使
命
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
い
る〝
こ
こ
〞は
、課
題
最
先
端
地
域

で
す
。現
場
に
し
か
課
題
解
決
へ
の
答
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。こ
う
し
て
解
決
へ
の
仮
説
を
積
み
上
げ

て
い
き
、「
食
」に
関
す
る
強
い
モ
ノ
づ
く
り
と
サ
ー

ビ
ス
で
、人
と
モ
ノ
と
コ
ト
を
つ
な
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
と
情
報
発
信
を
し
よ
う
。そ
れ
は
被
災
地

だ
け
で
は
な
く
、日
本
全
国
へ
の
貢
献
が
で
き
る

と
確
信
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、生
産
・

加
工・販
売
を
体
験
で
き
、３
０
０
０
人
の
食
を
確

保
で
き
る
６
次
産
業
の
商
業
施
設「
ロ
ク
フ
ァ
ー

ム
ア
タ
ラ
タ
」で
す
。今
で
は
年
間
15
万
人
が
訪

れ
る
空
間
に
育
ち
ま
し
た
。２
０
１
６
年
11
月
に

は（
株
）ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
を
設
立
し
、宮
城
県
七
ヶ

浜
町
に「
七
ヶ
浜
う
み
の
駅
松
島
海
鮮
市
場
七
の

や
」と
、宿
泊
施
設
と
ピ
ザ
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
を

併
設
す
る
沿
岸
部
リ
ゾ
ー
ト「
シ
チ
ノ
リ
ゾ
ー
ト
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
、当
社
の「
つ
く

る
力（
食
文
化
創
造
事
業
）」の
主
軸
で
す
。

̶

貴
社
の
も
う
一
つ
の
軸
で
あ
る「
守
る
力（
備

蓄
・
防
災
事
業
）」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

震
災
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
は
っ
き

り
わ
か
っ
た
の
は
、い
か
に
水
が
大
事
か
と
い
う
こ

と
で
し
た
。避
難
所
で
は
カ
ン
パ
ン
や
パ
ン
な
ど
の

防
災
食
が
配
ら
れ
る
の
で
す
が
、ど
れ
も
水
無
し

で
は
食
べ
る
の
は
難
し
い
。カ
ロ
リ
ー
ば
か
り
が
高

く
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
悪
い
。避
難
所
生
活
が
長

く
な
る
と
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
、ま
と
も
な
食
事

が
取
れ
な
い
が
た
め
に
健
康
被
害
が
目
立
ち
始
め

ま
し
た
。小
さ
い
お
子
さ
ん
や
高
齢
者
、障
が
い
者

の
方
々
の
中
に
は
硬
い
モ
ノ
を
食
べ
ら
れ
な
い
人
も

い
ま
す
。そ
れ
な
の
に
無
理
し
て
食
べ
る
の
で
、誤

嚥
性
肺
炎
も
頻
発
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
震
災
後
す
ぐ
に
、誰
も
が
簡
単
に
水

課
題
最
先
端
地
域

被
災
地
・
東
北
か
ら
発
信
す
る

水
無
し
で
も
食
べ
ら
れ
る

新
た
な
防
災
備
蓄
食
を
開
発

東
日
本
大
震
災
で
わ
か
っ
た
、本
当
に
必
要
な
も
の
。

革
新
的
な
防
災
備
蓄
食
の
普
及
に
取
り
組
む

　（株）ワンテーブル（本社・宮城県名取市）は都市型農業の開

発・コンサルティングおよび地域風土の再生・プロデュースを行う

「つくる力（食文化創造事業）」と、新たな備蓄用食品の開発・

製造と非常用発電対応のソリューションを提供する「守る力（備

蓄・防災事業）」に取り組む。代表取締役の島田昌幸氏はこれま

でに地域の資産と一次産業を新しい発想で組み合わせた数々

の事業を立ち上げ、生産者と消費者をつなげて地域の再生と活

性化を進めてきた。そして2019年４月、「さんみらい多賀城・復興

団地内」に建設した、防災備蓄食「LIFE STOCK」の真空無菌

充填工場が始動。東日本大震災で壊滅的な被害を受けた現場

に立ち続けてきたからこそ見えてきた、被災者にとって本当に必

要なものと備蓄すべきもの。そして、被災地が創出した命を守る

事業は、JAXAとの協働による宇宙食開発に広がり、紛争地域

や発展途上国への貢献の可能性も秘めている。

株式会社ワンテーブル

　1983年生まれ。北海道教育大学在学中に教育ベンチャーを創業。
2007年から国土交通省認定の観光地域プロデューサーとして活動し、
2011年に中小企業初の日本CSR大賞準グランプリ受賞。2012年
に東日本大震災の経験から新たな防災備蓄食の開発を開始。2016年
（株）ワンテーブル設立。

代表取締役

島田 昌幸氏
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無
し
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
防
災
備
蓄
食

の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。こ
う
し
て

完
成
し
た
の
が
、５
年
間
常
温
保
存
が
可
能
な

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」で
す
。真
空
無
菌
充

填
に
よ
る
飲
み
き
り
パ
ウ
チ
型
の
水
分
が
多
い
ゼ

リ
ー
で
、咀
嚼
力
の
弱
い
人
で
も
問
題
な
く
必
要
な

栄
養
素
や
食
物
繊
維
を
簡
単
に
摂
取
で
き
ま
す
。

　

防
災
備
蓄
食
は
、何
十
年
も
変
わ
ら
ず
カ
ン
パ

ン
が
主
流
で
す
。し
か
し
、苛
酷
な
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、食
で
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。食
品
加
工
や
製
造
の
技
術

が
進
化
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、５
年
以
上
の
賞

味
期
限
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
壁
は
乗
り
越
え
ら

れ
ま
す
。震
災
で
何
が
本
当
に
必
要
な
の
か
も
、

被
災
し
た
人
間
と
現
場
で
し
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
う
し
て
従
来
の
防
災

備
蓄
食
に
欠
け
て
い
た
も
の
を
補
う「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

既
に
多
数
の
自
治
体
や
一
般
企
業
か
ら
引
き

合
い
が
あ
り
、４
月
か
ら
は「
さ
ん
み
ら
い
多
賀

城
・
復
興
団
地
」内
の
充
填
工
場
が
稼
働
。年
間

２
０
０
０
万
食
を
目
標
に
製
造
し
ま
す
。今
後

は
他
の
地
域
に
も
工
場
を
展
開
し
、上
場
を
目

指
し
て
い
ま
す
。日
本
で
は
い
ま
だ
に
災
害
対
応

の
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。将
来
は
防
災

備
蓄
食
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、防
災
と
備

蓄
の
規
準
づ
く
り
を
併
せ
て
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

̶

今
後
は
防
災
備
蓄
食
の
領
域
を
超
え
た
展

開
を
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

は
い
、そ
の
と
お
り
で
す
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、人
・モ
ノ・コ
ト・
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
、未
来

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
力
か
ら
創
造
さ
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。想
像
力
を
働
か
せ
て
、私
た
ち
は
強
い

意
志
を
も
っ
て
、新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
創
出
し
て

い
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」の
ノ
ウ

ハ
ウ
で
、咀
嚼
力
の
な
い
人
へ
の
食
事
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
医
療
や
福
祉
、介
護
領
域
へ「
新
し
い

食
」を
展
開
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、中
身
の
レ
シ
ピ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
美
容
・
健
康
・ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の

Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
、中
小
企
業
も
参
入
し
や
す
い
環
境
を

提
供
で
き
ま
す
。真
空
無
菌
充
填
と
包
装
技
術

で
保
存
と
賞
味
期
限
が
格
段
に
伸
び
た
の
で
、在

庫
管
理
が
容
易
で
す
。小
売
り
の
様
々
な
領
域
で

の
応
用
も
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
被
災
地
の

状
況
は
空
気
と
水
の
な
い
宇
宙
と
重
な
り
ま
す
。

当
社
で
は
２
０
１
８
年
８
月
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
の

協
働
で「
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｐ
ｒｏ
ｊ
ｅｃ
ｔ
」を
立
ち
上
げ
て
、宇
宙
食
と
防

災
食
の
両
方
で
の
利
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、紛
争
地
域
や
発
展
途
上
国
で
は
食
は
も

ち
ろ
ん
、安
全
な
水
の
確
保
が
で
き
ず
に
多
く
の
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」

は
国
内
の
み
な
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
で
、命
を
守
る
こ

と
に
貢
献
で
き
る
の
で
す
。

　

２
０
１
９
年
１
月
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
七
十
七
銀
行

が
設
立
し
た「
み
や
ぎ
地
域
価
値
協
創
フ
ァ
ン
ド

（
注
）」に
、当
社
の
優
先
株
約
２
億
円
の
引
受
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
防
災
お
よ
び
事
業

継
続
対
策
に
取
り
組
む
企
業
に
対
し
、世
界
で
初

め
て「
防
災
格
付
」の
専
門
手
法
を
用
い
た
融
資

を
行
っ
て
い
ま
す
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
一
緒
に
、日
本
発・被

災
地
発
の
新
し
い
防
災
産
業
を
創
出
し
て
、地
域

の
再
生
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
注
）み
や
ぎ
地
域
価
値
協
創
フ
ァ
ン
ド
：
２
０
１
８
年
９
月
に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と

七
十
七
銀
行
の
共
同
で
、地
域
の
持
続
的
な
経
済
発
展
に
向
け
た

成
長
資
金
等
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
。当
フ
ァ
ン
ド
へ
の

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
出
資
に
つ
い
て
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
企
業
の
競
争

力
強
化
に
資
す
る
成
長
資
金
を
集
中
的
に
供
給
す
る
も
の
と
し
て
、

「
特
定
投
資
業
務
」を
活
用
し
て
い
る
。

・
７
％
。こ
れ
は
人
口
に
占
め
る
外
国
人
の

割
合
が
日
本
一
高
い
占
冠
村
の
値
だ
。村
内

施
設
で
外
国
人
労
働
者
を
受
入
れ
た
た
め
４
人
に
１

人
ま
で
急
増
し
た
が
、そ
う
し
た
特
殊
要
素
が
な
く

と
も
日
本
の
外
国
人
住
民
は
増
加
し
続
け
て
い
る
。

新
宿
区
や
豊
島
区
で
も
既
に
人
口
の
10
％
以
上
が
外

国
人
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

の
よ
う
な
折
の
本
年
４
月
１
日
、改
正
入
管

法
が
施
行
さ
れ
、人
手
不
足
が
深
刻
な
14

業
種
で
一
定
の
技
能
と
日
本
語
能
力
の
あ
る
外
国

人
の
就
労
が
認
め
ら
れ
た
。バ
ブ
ル
期
の
１
９
８
９

年
に
も
人
手
不
足
解
消
を
目
論
ん
で
在
留
資
格
を

再
編
し
、97
万
人
だ
っ
た
在
留
外
国
人
は
昨
年
末
に

は
２
７
３
万
人
ま
で
膨
ら
ん
だ
。今
次
は
５
年
間
で

35
万
人
の
受
入
れ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。近
年
、飛
躍

的
に
伸
び
て
い
る
外
国
人
観
光
客
の
動
向
も
鑑
み
る

と
、令
和
の
時
代
は
江
戸
末
期
、敗
戦
後
に
次
ぐ〝
第

三
の
開
国
〞に
な
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

国
人
観
光
客
に
関
し
て
は
、一
部
で
観
光
公

害
が
懸
念
さ
れ
つ
つ
も
、多
く
は
展
示
会
や

Ｆ
Ａ
Ｍ
ト
リ
ッ
プ
、Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備
、多
言
語
対
応

な
ど
の
誘
致
合
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。そ
の
な
か

で
異
彩
を
放
つ
の
が
柳
川
市
の「
や
さ
し
い
日
本
語
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

こ
れ
は
、外
国
人
観
光

客
に
対
し
て
外
国
語
で

は
な
く
、わ
か
り
や
す

い
日
本
語
で
意
思
疎

通
を
試
み
る
も
の
だ
。

例
え
ば「
こ
こ
に
ゴ
ミ

を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ

い
」で
は
な
く「
ゴ
ミ
は

こ
ち
ら
に
捨
て
て
く
だ

さ
い
」、「
土
足
厳
禁
」で
は
な
く「
靴
を
脱
い
で
く
だ

さ
い
」と
意
思
を
明
確
に
し
た
理
解
し
や
す
い
形
に

置
き
換
え
て
会
話
す
る
。外
国
人
観
光
客
の
多
く
は

滞
在
中
に
日
本
語
で
の
や
り
と
り
を
望
む
と
の
調
査

結
果
も
あ
り
、柳
川
市
の
挑
戦
は
国
内
各
地
へ
伝
播

し
つ
つ
あ
る
。

方
、在
留
外
国
人
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。阪
神

淡
路
大
震
災
の
際
、日
本
語
が
不
得
手
な

外
国
人
に
支
援
の
手
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
反
省

か
ら
、災
害
対
策
に
関
し
て
は
多
言
語
化
が
基
本
と

な
っ
た
。し
か
し
、日
常
生
活
の
全
て
を
多
言
語
化
す

る
こ
と
は
難
し
い
。ゆ
え
に
、日
本
人
に
は
当
然
の
文

化
や
作
法
、表
現
が
壁
と
な
り
、意
思
疎
通
で
き
ず

に
苦
し
む
外
国
人
は
後
を
絶
た
な
い
。幼
稚
園
か
ら

の
連
絡
事
項
が
理
解
で
き
ず
子
ど
も
に
忘
れ
物
を
さ

せ
て
し
ま
っ
た
と
涙
す
る
母
親
、家
庭
料
理
を
振
る

舞
お
う
に
も
読
め
な
い
レ
シ
ピ
と
わ
か
ら
な
い
食
材

に
調
味
料
、日
本
の
マ
ナ
ー
や
敬
語
が
わ
か
ら
ず
働

け
な
い
者
な
ど
、異
国
で
の
悩
み
は
多
岐
に
わ
た
る
。

う
し
た
悩
み
を
受
け
、日
本
社
会
と
外
国

人
の
架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
の
が「
ひ
ら
が
な
ネ
ッ
ト（
株
）（
代
表
取
締
役
：

戸
嶋
浩
子
氏
）」だ
。柳
川
市
と
同
じ
考
え
方
か
ら
、

同
社
で
は
平
仮
名
で
情
報
発
信
し
、平
易
な
日
本
語

で
や
り
と
り
し
な
が
ら
外
国
人
に
日
本
で
の
暮
ら

し
や
マ
ナ
ー
を
伝
え
て
い
る
。外
国
人
側
だ
け
で
な

く
、日
常
生
活
を
支
え
る
行
政
や
コ
ン
ビ
ニ・ス
ー

パ
ー
、飲
食
店
に
も
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、同

社
が
立
地
す
る
墨
田
区
で
は
多
く
の
店
舗
が
外
国

人
向
け
の
品
書
き
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト

を
設
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
た
取
り
組
み
の

蓄
積
が
、や
が
て
墨
田
区
に
お
け
る
多
文
化
共
生
の

道
を
切
り
開
く
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

場
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
は
劇
的
で
あ
り
、

そ
の
対
策
も
革
新
技
術
に
よ
る
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
転
換
が
志
向
さ
れ
が
ち
だ
。し
か
し
な

が
ら
、大
き
す
ぎ
る
う
ね
り
に
翻
弄
さ
れ
て
苦
し
む

人
も
確
実
に
存
在
し
て
い
る
。こ
う
し
た
人
に
も
優

し
く
手
を
差
し
伸
べ
、共
に
生
き
ら
れ
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
社
会
の
要
請
で
あ
ろ
う
。誰

も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
Ｓｏｃ
ｉａ
ｌ

Ｏｕ
ｔ
の
視
点
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
。こ
の
こ
と
が
、過
去
二
回
と

は
異
な
り
自
ら
進
ん
で
門
戸
を
開
い
た〝
第
三
の

開
国
〞を
成
功
に
導
く
鍵
の
ひ
と
つ
と
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ 他

市

墨田区で配布されている外国人向けハンドブック
（ひらがなネット（株）提供）

紛
争
地
域
や

発
展
途
上
国
に
展
開
し

被
災
地
発
の
知
恵
で
貢
献
し
た
い
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